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日本の東方

第３回 「東方学

学は今どのような課題を

の再構築」開催に

抱え，世界の中でどのよ

さいして

うな位置を占めているのか。

そして「 世

に関して，第

と国際協力」

では，これま

て，これから

焦点を絞って

紀の東方学」は，どのよ

１回シンポジウム「東方

では，様々な角度から問

での議論を十分に踏まえ

の東方学を研究，教育の

議論を深めることにした

うな方向を目指していけ

学のフロンティア」，第

題が提起された。最終回

つつ，社会環境や知的枠

両面にわたってどのよう

い。

ば良いのか。これらの

２回シンポジウム「東

となる今回のシンポジ

組みの大転換の時代に

に再構築していくべき

問題

方学

ウム

あっ

かに
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開 会 の 辞

司会（麥

ポジウム

本日は

がとうご

谷 夫） 時間になりまし

，「東方学の再構築」を始

，週末ということでもあ

ざいます。

たので，これから「 世

めたいと思います。

りますけれども，多数おい

人文科学研究所所長 阪上

紀の東方学」の第３回目の

でいただきましてどうも

孝

シン

あり

まず，

し上げま

阪上 本日は

にもかかわら

かんするシン

開催に先立ちまして，人

す。お願いします。

年度末の大変お忙しい時

ず，「東方学の再構築」

ポジウムにご参加いただ

文科学研究所所長の阪上孝

期

に

き

教授から一言ごあいさつを申

ありがとうご

す。本日のシ

ら行なって参

「 世紀の東方

にあたります

東方学の出

ッパに求める

ざいます。お礼申し上げ

ンポジウムは，昨年９月

りました連続シンポジウ

学」の最終回，締め括

。

発点は 世紀後半のヨー

ことができると思います

ま

か

ム

り

ロ

。

このころから

らした大量の

る地域として

紀に入って啓

ーといった知

ューは中国の

，イエズス会士たちがも

情報の刺激を受けて，東

関心を集め，そのような

蒙の時代を迎えますと，

識人たちが競って中国の

政体を端的に専制政体と

た

洋がヨーロッパとは異な

ものとして認識の対象に

モンテスキュー，ヴォル

政治制度や社会の考察に

してとらえ，厳しい眼差

った文化，価値観の支

なり始めるからです。

テール，フランソワ・

取り組みます。モンテ

しを向けましたのにた

配す

世

ケネ

スキ

いし

て，ヴォルテ

表面的には専

にはなりえず

の政治制度が

の概念を作り

時代だと言っ

ールやケネーは中国の政

制君主だが，人民にたい

，中国の政体は啓蒙的専

自然法と学問にもとづく

上げました。さまざまな

てよいでしょう。

体を礼賛しました。ヴォ

する愛情によって道徳的

制とよぶのが適切だと述

として，そこから彼の政

中国論が展開された啓蒙

ルテールは，中国の皇

に拘束されているから

べます。またケネーは

治の理想である合法的

の時代は，東方学の誕

帝は

暴君

中国

専制

生の

しかし 世

薄れ，ヨーロ

きます。この

紀に入って産業革命を経

ッパの東洋観は「進んだ

時代の進歩史観がこのよ

るなかで，啓蒙の時代に

西洋」対「後れた東洋」

うな傾向を加速します。

見られた中国像の多様

という枠組みに収斂し

さらにこの図式はヨー

性は

てゆ

ロッ



３ 「東方学の再

パだけでなく

も，「進んだ西

あらためて申

構築」

，アジアの知識人をも捉

洋」の科学と技術をい

し上げるまでもないでし

えることになります。日

かに学び導入するかが重

ょう。こうして東洋対西

本においても中国にお

大な問題になったこと

洋という図式は世界を

いて

は，

認識

するための支

力なイデオロ

式が近代日本

リズムにたい

方学の再構築

る必要がある

配的な枠組みになったの

ギーでもあり，批判の対

の解決困難なアポリアで

して厳しい批判を加えて

」を提唱しようとすれば

でしょう。

ですが，この図式は西洋

象になりました。竹内好

あったと指摘しましたし

いることも周知のとこ

，東洋対西洋という図式

の東洋支配を正当化す

は西洋対東洋という対

，サイードが，オリエ

ろでしょう。現時点で，

の批判的検討をさらに

る強

抗図

ンタ

「東

深め

東方学の再

とが必要だと

要素とこの学

には，この二

連続シンポジ

最後になりま

構築を考えようとすれば

思います。でしょう。東

問に生命を与える生き生

つの要素を注意深く区別

ウムの締め括りになる今

したが，今日ご講演いた

，東洋観の歴史的変遷と

方学を形作る伝統のうち

きとした要素があるでし

し，前者を捨て後者を採

日の議論がその機会にな

だく先生がたに心よりお

伝統を批判的に検討す

には，骨化し形骸にな

ょう。東方学を再構築

ることが不可欠でしょ

ることを願っておりま

礼を申し上げて，簡単

るこ

った

する

う。

す。

では

ありますが，私のご挨拶といたします。（拍手）



教養教育と中国学

京都大学総合人間学部教授 愛宕 元

司会 ど

それで

人文科学

このシ

ィア」と

うもありがとうございま

は，シンポジウムに入り

研究所の麥谷でございま

ンポジウム，過去２回す

いう題で，４人のパネラ

した。

たいと思います。本日司会

す。

でに行われていまして，第

ーの方のお話を伺い，第

をさせていただきますの

１回目は「東方学のフロ

２回目は「東方学と国際協

は，

ンテ

力」

というこ

本日は

いただき

ますが，

いと思い

まず最

とで，やはり４人のパネ

３回目の「東方学の再構

たいと思います。会場の

パネラーの方の発言は

ます。

初に，本学の総合人間学

ラーの方のお話を伺いまし

築」ということで，やはり

時間が限られております

分，コメンテーターの方は

部教授の愛宕元先生に「教

た。

４人のパネラーの方にお

ので，最初にお断わりして

５分ということでお願い

養教育と中国学」という

話を

おき

した

題で

お話しい

手をしば

養教育の

に官僚制

化を中心

くて，石

ただきます。愛宕先生は

らくなさってから，当時

現場で中国史を教えてお

度あるいは社会的階層，

に研究をなさっておられ

刻資料などを活用された

，京大の文学部東洋史学

の教養部の方へ転出され

られます。ご専門は中国

それから都市，城市の構造

ます。最近では，いわゆる

研究で知られております

科を卒業された後，人文研

まして，以後長期にわたっ

の中世史及び近世史でして

や交通情報網などの歴史

一般的な文献資料だけで

。ご著書には『唐代地域社

の助

て教

，特

的変

はな

会史

研究』『

愛宕 ただい

総合人間学部

私に与えら

今お話がござ

中国の城郭都市』などがご

まご紹介にあずかりまし

の愛宕と申します。

れましたテーマというの

いましたように，「教養

ざいます。それではよろ

た

は，

教

しくお願いします。

育と中国学」

身長らく教養

はなっており

２回生ですね

た１，２回生

担当してまい

というふうなことで，私

部，そして現在一応学部

ますけれども，いわゆる

，全学の理系，文系を含

に対する教養教育をずっ

りましたので，こういう

自

に

１，

め

と

テ

ーマだからと

ったんだろう

だろうと思い

いうので私に白羽の矢が

と思いますが，実は現在

ますけれども，教養教育

立

，京都大学における，こ

というものが非常に問題

れは日本全国共通する

になっております。我

こと

が京



３ 「東方学の再

大でも例外に

て，特にそれ

います。その

構築」

漏れませんで，さまざま

を中国学というものに引

意味で，サブタイトルに

な面で問題点が指摘され

きつけまして，少しお話

「現状と展望」とつけま

ております。その点を

しさせていただこうか

したのは，あまり展望

含め

と思

は実

はないんです

せんけれども

いただければ

簡単なレジ

せていただき

まず最初は

。絶望とは言いませんが

，その辺の現在どういう

と思います。

ュメですが， ４で３枚

ます。

，教養部という組織の問

，その寸前ぐらいの状況

状況になっているかとい

用意いたしましたので，

題ですが，これは余り東

で，あまり展望はござ

うようなことを少しお

大体それに沿ってお話

洋学とは直接関係ござ

いま

聞き

しさ

いま

せんけれども

ころのいわゆ

年，これが新

設置されます

通の本部キャ

ね。現在も三

，要するに私が身を置い

る推移，これは皆さん方

制の大学制度が発足した

。これがいわゆる教養部

ンパス，時計台のあるキ

高時代の建物がごく一部

ております旧教養部，現

，あえて言うまでもない

年です。この段階で旧三

の前身です。旧三高のキ

ャンパスが本部キャンパ

残っております。 号

在の総合人間学部とい

かも知れませんが，昭

高のキャンパス内に分

ャンパス，ちょうど東

スですが，これの南側

館，正面入って真正面

うと

和

校が

一条

です

にご

ざいます３階

三高時代以来

そして，

代のキャンパ

けのキャパシ

者数が書いて

建ての建物でございます

のものはほとんどなくな

年５月に宇治分校が開校

ス，キャンパスは広うご

ティしかない。そこへ

ございますが，１度に

が，これはこの夏に壊さ

ります。

いたします。これはなぜ

ざいますが，建物が三高

人を超える，一番下

人の学生が入ってく

れますので，それでも

かと申しますと，旧三

時代の学生を収容し得

のところに昭和 年の

るわけです。とてもじ

って

高時

るだ

入学

ゃな

いけれども，

薬廠に，１回

る。ですから

で教育を受け

初，この時期

うのはどこか

講義する講義室等々が圧

生はそちらで最初の教育

，入りたての１回生，京

たわけです。もちろん私

のしばらくの間は学生諸

に下宿しなくてはならん

倒的に足らなくなるとい

を受けるという，そのた

大の１回生というのは，

はその経験はございませ

君，１回生の学生諸君，

ですね。大体多くが中書

うので，宇治の旧陸軍

めに宇治に分校が開設

最初の１年間はすべて

んけれども。ですから

特に地方から来る学生

島界隈に下宿をした。

の火

され

宇治

，当

とい

そし

て，こんなの

れが赤線が皆

なことを先輩

そして，昭

れはあくまで

そして 年

どうでもいいことなんで

だめになってしまって，

からいろいろ聞かされて

和 年にようやく教養部

も学内措置です。京都大

にようやく旧三高キャン

すが，中書島界隈という

そういうところが皆下宿

おります。

という名称が正式に認め

学内部での措置です。

パス，つまり現在の総合

のは旧赤線地帯ですね

屋に変わって，という

られます。といっても

人間学部のキャンパス

。そ

ふう

，こ

に少

しずつ建物が

る。それで宇

特に教師の側

整備せられてきて，数千

治分校を廃止する。これ

は大変だったようです。

人の学生を収容し得るだ

までは，したがって二重

先生方が吉田の方と宇治

けのキャパシティが出

構造ですね，学生も教

の方を週に何度も行き

てく

師も，

来な



さる。大変な

すべてこちら

験は幸か不幸

そういう不便さが解消せ

の方で１年生から教育を

かございません。

られたのは 年です。こ

受ける。私は昭和 年の

教養教育と中国学（愛

の時点でようやく学生

入学でしたので，宇治

宕）

は，

の経

そして 年

も，このとき

京大，九大，

そして非常

を持たない，

の学生をお預

，ちょうど私が入った年

に今まで学内措置であっ

阪大，名大，この４大学

に飛びますけれども，平

つまり固有の学生を持た

かりして，１，２回生の

なんですが，こんなこと

た教養部という呼称が文

です。東大はちょっと別

成３年４月に，この間い

ない組織なわけですね。

間教育をするだけ。固有

言うと年が知れますけ

部省に正式に認可され

格ですが。

わゆる教養部，我々は

すべて１，２回生，他

の学生を持たない。そ

れど

ます。

学部

学部

のた

めにさまざま

てあったわけ

のさまざまな

そしてよう

での教養部と

ね。到底そん

な研究，その他さまざま

で，それを何とかして埋

検討をこの間ずっとやっ

やくそれが平成３年４月

いうのはスタッフが，教

な学部はつくれないわけ

な面で既存の学部，９学

めたい。そのためには学

てまいりました。

の段階で，まずその学部

官の数が助手を含めま

です。そのために，でき

部との間に格差が厳然

部化する以外にはない

化の前段階として，そ

して大体 人もいるん

るだけスリム化すると

とし

。そ

れま

です

いう

形で，一部の

いうものを設

学部を持たな

ですけれども

が我々の場合

大学院，それ

人たちを別に切り離して

置することが認められま

い大学院のことです。普

，文学研究科があって学

はそうではなくて，学部

が独立研究科です。そし

，いわゆる独立研究科と

した。この独立研究科と

通，例えば文学部ですと

部が下にある。他学部も

を持たずに，つまり院生

て，これが京都大学にお

して人間・環境学研究

いうのは，これはいわ

，上に文学研究科，今

すべてそうですが，と

だけを教育指導するよ

ける最初の独立研究科

科と

ゆる

は逆

ころ

うな

です

が，以後雨後

そして，そ

で，平成４年

立ちができた

従来からのい

リゲーション

のタケノコのように，現

ういう形で学部の教官定

月に教養部から総合人

わけです。ただし，この

わゆる教養教育というも

をつけられたまま現在に

在次々にできております

員を少し切り崩すといい

間学部へと改組，つまり

段階で全学の下における

の，つまり全学共通教育

至っているというわけで

。

ますか，スリム化した

ようやく学部としての

いわゆる合意というの

の実施責任部局という

す。

段階

一本

は，

オブ

そして，平

す。

さて，これ

人間学部にお

下に挙げてお

文科学研究所

成５年４月に第１期生

は直接東洋学とは関係ご

ける東洋学には歴代どう

きましたが，これを見て

に次から次へと引き抜か

名の入学を迎え，現在

ざいませんが，いわゆる

いう先生方がいらっしゃ

いただいておわかりのよ

れているという状況がよ

に至っているというわ

教養部，そして現在の

ったかということを，

うに，文学部，あるい

くおわかりになるだろ

けで

総合

その

は人

うと

思います。そ

部では東洋社

れは東洋史。

して，羽田明先生，これ

会思想史，思想史の講義

堀川哲男さん，これも東

は東洋史。西田太一郎先

をなさっておりました。

洋史。荒牧典俊さん，こ

生，これは中国哲学，

それから吉川忠夫さん

れはインド学，インド

教養

，こ

仏教



３ 「東方学の再

学，インド哲

哲学史，哲学

そして，私以

構築」

学のご専門。そして私が

の方ですね。それから松

下がいわゆる現任という

東洋史。それから西脇常

浦茂君，これがやはり東

ことで，ちなみに私の着

記さん，これがやはり

洋史。こういうスタッ

任年次を見ていただき

中国

フ。

ます

とおわかりの

携わって四半

それから１

語教育です。

なさった先生

雄先生，それ

ように，昭和 年，

世紀以上になるという，

行あけて，その下に何人

教養部で１，２回生相手

方，ですから，これは田

からここにいらっしゃる

年の８月です。ですから

こういうことがおわかり

かの先生方をお挙げして

に語学として，初習の外

中謙二先生，清水茂先生

高田時雄さん，それから

，私は全学共通教養教

いただけるかと思いま

おきましたが，これが

国語としての中国語を

，尾崎雄二郎先生，都

現任の赤松君，阿辻君

育に

す。

中国

教育

留春

，道

坂君。すべて

東洋学の教育

です。

次に，東洋

しているとい

ける東洋学関

ご出身はいずれも文学部

に携わっている過去の，

学関係の学科目の変遷と

いますか，もともと新制

係の授業科目というのは

の中国文学の方々です。

そして現在のスタッフと

書きましたが，これがあ

大学になりまして，つま

，東洋史学，東洋社会思

いわゆる京都大学にお

いうのはこういうメン

る意味で非常に時代性

り分校が発足した段階

想史，それから中国文

いて

バー

を映

にお

学，

漢文学，中国

リアした大体

それが昭和

が加わってお

てお見せする

ゼミというも

語，それから中国語の

２回生以上ぐらいが受講

年に少し変わっており

ります。この 年，これ

と，一層よくおわかりに

のが新たに登場する。こ

，この中国語の という

するようなものです。

ます。特に東洋史学に新

はいわゆる教養部全体の

なろうかと思いますけれ

れが一つの特徴。これは

のは中級，つまり初級

たにゼミナールという

授業科目の変遷を一覧

ども，この 年にいわ

なぜかといいますと，

をク

もの

にし

ゆる

これ

はご記憶の方

全国の大学を

には学生たち

っ放しにする

受けて，もう

とまではいか

もあろうかと思いますけ

吹き荒れた大学闘争です

の全学共通科目，とりわ

ということに対するかな

少しきめの細かい，つま

なくても，そういう一方

れども，この前の年ある

ね。あるいは大学紛争，

け大人数を相手に，一方

り強い批判がありました

り教官と学生のある意味

的な講義ではなくて，も

いはその２年ぐらい前

これですね。特にあの

的に教師が難しい話を

。つまり，そういう批

ではパーソナルな人間

う少し意思の疎通が図

から，

とき

やり

判を

関係

れる

ような授業形

大体 人前後

大幅な授業科

そして，平

これまではあ

専門教育も同

態はなかろうかというこ

ですね，１ゼミ当たり。

目変更です。

成５年度のものは，これ

る意味では全学共通科目

時にやらなければならな

とで，ゼミナールという

これがこういう形で登場

は総合人間学部，つまり

だけを担当しておればよ

くなった。さらには，そ

ものが登場してまいり

してくるのが 年のか

学部化した段階で，我

かったのが，学部生対

の前年に発足しました

ます。

なり

々が

象の

独立

研究科，人間

途端に授業負

す。実際はそ

・環境学研究科の大学院

担数がすごく増えたわけ

こをいろいろやりくりを

教育をも同時にやらなけ

です。単純計算しますと

いたしまして，つまりさ

ればならなくなってき

３倍に増えたことにな

まざまな授業科目をい

た。

りま

ろい



ろ工夫するこ

心の末の，あ

なっておりま

とによって，学部との共

る意味では小細工なんで

す。そして，この段階で

通あるいは学部教育と大

すけれども，それで大き

，特に中国語担当の教官

教養教育と中国学（愛

学院教育との共通等々

くまた授業科目名が変

たちというのは，従来

宕）

の苦

更に

はも

っぱら語学教

きたわけです

中国文学がま

を得なくなっ

いう背景でご

さて，次に

育だけに専念してくださ

。つまり，学部生を同時

た復活したわけです。い

た。そこの中国文字文化

ざいます。

４番目ですが，ここに京

っていたわけですけれど

に担当してもらわなけれ

わゆる文学畑の東洋学の

論及び古典講読等々が新

大の入学者数の推移を書

も，そうはいかなくな

ばならないというわけ

講義を新設してもらわ

たに登場しているのは

いておきましたが，我

って

で，

ざる

そう

々は

これだけの学

えば私個人の

これまでは９

文学部，教育

て総合人間学

ても旧三高時

生を相手に，しかるべき

授業にこのすべてが出て

学部，現在は 学部です

学部，法学部，経済学部

部，これが 学部です。

代の，旧制高校のそれに

講義をずっとしてきてい

いるわけでは決してあり

ね。そこに学部名をずっ

，理学部，医学部，薬学

新制が発足当初はたか

比べますと数倍ですが，

るわけです。もちろん

ませんけれども，とに

と上に書いておきまし

部，工学部，農学部，

だか 人余り，とは

それが少しずつ定員が

，例

かく

たが，

そし

いっ

増え

ていきますが

和の段階は定

員増です。そ

の時期増える

部省がどんど

えることにな

，特に注目していただき

員増を書いておきました

してそれは工学部のとこ

。いわゆる高度成長時代

ん増やしたわけです。こ

ったように私自身は感じ

たいのは昭和 年，

けれども， 年から

ろで極めて顕著です。工

と呼ばれる時代，この時

れがある意味では大学の

ておりますが，そして平

年です。大体５年刻み

年の間に一挙に 人以

学部の学生定員が大幅

期に理工系の学生定員

囲気そのものをかな

成４年，この表では平

で昭

上定

にこ

を文

り変

成４

年の時期が

いわゆる学生

団塊の世代に

体 ぐらいに

ですから，

という措置で

人で，一番ピークに

というか，大学適齢年齢

なりますか。昭和 年前

なるのがこの時期です。

このときには私学はもち

，学生がそれぞれ増えま

なっておりますが，これ

の子供たちの数が非常に

後生まれぐらいの方々が

ろんですけれども，国立

した。それは各学部の昭

はその少し前あたりか

増えた時期です。いわ

親御さんの子供たちが

大学は軒並みに臨時定

和 年と平成４年の定

らの

ゆる

，大

員増

員の

差を比べてい

けです。この

合はせいぜい

りそれが一挙

学生を相手に

人の学生定員

ただくと一目瞭然だと思

ときには当然，各学部単

人とか 人ですよね。

に教養部になだれ込んで

全学教育科目なるものを

が増えるに比例しまして

いますが，これだけ臨時

位であれば，工学部は別

ところが，トータルいた

くるわけです。つまり，

担当せざるを得なくなっ

，教官１人の純粋の増員

定員として定員が増え

格にしまして，各学部

しますと何百人です。

我々が従来よりも数割

た。ただし，この際に

が認められたんです。

たわ

の場

つま

多い

は

です

から，教官数

ところがそ

りその適齢期

も特に我々教養部ではこ

の後，平成 年のところ

が済んでまた少しずつ受

の時期は増えたんです。

を見ていただきますと，

験生の数が減ってくると

かなり減っています。

，当然臨時定員という

つま

のは
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少しずつ削ら

これはもう２

の定員数が減

構築」

れていき，また大体もと

年前の統計ですけども，

ると，やはり我々の部局

どおりの各学部の学生定

約 人ぐらいです。

から１人の教官の首を切

員になって，現在とい

そうしますと，その間

らなきゃならなくなっ

うか，

人

たわ

けです。もち

とを埋めない

かいう形で，

まな政治的，

している。そ

ここまでは

ろん実際生首を切るわけ

とか，あるいは他部局あ

四苦八苦して定員削減の

社会的な動きというもの

のたびごとに我々は四苦

余り東洋学と関係ござい

にはいきませんで，定年

るいは他大学に転出され

処置をしてまいりました

が，ある意味では縮図の

八苦してきたというのが

ませんが，次の２枚目の

退官でおやめになる方

た方のあとを補充しな

けれども，そういうさ

ような形で教養部には

現状でございます。

ところで，もう時間が

のあ

いと

まざ

反映

大幅

にオーバーし

人近く１学年

まり南側のキ

人です

も，そのうち

生というのは

ておりますんですが，特

，そして２回生まで合わ

ャンパスにあふれている

。もちろん 人で

の６割５分が理系の学生

いわゆる人文社会系の学

に現状でございますけ

せますと 人近い学

わけです。

あふれ返るのは４月，連

です。特に多いのが工学

問，研究というものに関

れども，これだけ現在

生が我々のキャンパス

休前ぐらいまでですけ

部の学生，そして理系

して，最近とみに関心

，つ

れど

の学

が薄

いというか，

の全学共通科

生たちは全く

そろえなけれ

つまり，こ

国史の話をい

無関心層が非常に多いん

目を一定程度の単位数を

関心ない，聞きたくもな

ばならない。

ういう学生を相手にいか

かに興味を持たして話を

です。にもかかわらず，

必須科目として課してい

い，くそおもしろくもな

に，特に東洋学，私の場

聞かせるか。これは年々

理系の学部では人文社

るわけです。ですから

いにもかかわらず，単

合ですと中国史ですが

至難のわざになってき

会系

，学

位は

，中

てお

ります。そし

きているにも

つまり，大体

に，何年何月

験教育ばかり

ね。

て，大体高等学校まで，

かかわらず，大学でやる

受験生というか１回生が

だれが何をしたというよ

を受けてきているわけで

それなりに世界史，日本

本格的な歴史というのは

歴史離れが非常に激しい

うなことを無理やりに頭

す。それでは歴史なんて

史という歴史の勉強は

，やっぱり違うわけで

のは，一つには受験の

の中にたたき込むよう

のはおもしろくありま

して

す。

ため

な受

せん

一方，テレ

うです。そう

の私なんかの

クロードの話

非常にふえま

これはもう激

ビゲーム，パソコンのゲ

いうことに関しては異常

講義のテーマにしますと

，一つかかわりのあるよ

す。ところが，それ以外

減いたしますね。つまり

ーム等々で例えば「三国

に詳しいです。だから，

，途端に受講生は増えま

うな話をテーマに持って

の極めてオーソドックス

学生の志向といいますか

志」等々のゲームがあ

三国時代をたまたまあ

す。それからあるいは

きますと，やはりこれ

な中国史をテーマにす

，中国の歴史の見方と

るよ

る年

シル

また

ると，

いう

か，好みの持

かもう少し万

ては理解させ

ち方というものがあまり

遍なく，しかもオーソド

たいんだけれども，なか

にもはっきりし過ぎてい

キシカルな中国の歴史展

なかそれが通じないとい

る。だから，それをな

開というものをこちら

うまどろっこしさみた

んと

とし

いな



ものを，ここ

それともう

りますけれど

最近特に強く感じる次第

一つは，理系の学部から

も，つまり，はっきり言

です。

のさまざまな，ある意味

えば，もっとレベルを下

教養教育と中国学（愛

では我々は圧力と感じ

げた授業をやってくれ

宕）

てお

とい

うことです。

も彼らにはわ

そういうもの

意味では耐え

なければなら

す。

そんなレベルの高い，高

からん。ですからもっと

がここのところずっと続

切れない状況です。です

ないという時代が近々や

校ぽっと出の学生にそん

わかりやすい話をしてや

いております。そして実

から，悪くすればまさに

ってくる可能性が少なく

な難しい話をしてもら

ってくれという，陰に

際，そういう注文に，

，授業の質を意図的に

ないと，私は感じてお

って

陽に

ある

下げ

りま

しかし，私

身は授業の質

りフォローす

小学校で学級

な状況です。

ベルに合わす

個人としては絶対にそれ

を下げるつもりはさらさ

る学生がおります。数は

崩壊等々がいろいろうる

つまり，学生のどのレベ

つもり，つもりというか

は承服できない，したが

らございません。現に理

少のうございますけれど

さく言われておりますよ

ルに合わせるのかという

，そういう形でやってき

って面従腹背ですね，

系の学生であってもき

も。ですから，今ちょ

ね。ある意味では同じ

ことです。私は一番高

ましたし，これからも

私自

っち

うど

よう

いレ

変え

るつもりはご

それともう

ということで

の２回生の外

初級の工学部

しております

ざいません。そういうの

一つ，東方学関係で，中

す。それは３枚目のとこ

国語の履修状況，真ん中

のところをごらんになっ

。

が現状。

国語の受講者数が数年来

ろにその細かい数字を挙

あたりに中国語がござい

てください。２回生で

むちゃくちゃに増えて

げておきましたが，下

ます。そこの特に中国

工学部の場合， 名が

いる

半分

語の

登録

名，つま

位を落とした

といいます

とを認めたん

が，中国語が

ランス語，イ

り２回生で初級をとっ

連中です。

のは，数年前に工学部が

です。そうしますと，工

一番簡単だろうという，

タリア語，スペイン語よ

ているわけです。つまり

いわゆる中国語の履修を

学部の学生というのは一

非常に安易なんです。同

りもはるかに簡単やろう

このほとんどは１回生

卒業単位にカウントす

番語学嫌いで有名なん

じ漢字やと。ドイツ語

という，こういう極め

で単

るこ

です

，フ

て大

きな，これは

字だって，現

おります。途

専任教官とい

方々に頼り切

みがそこに生

とんでもない錯覚ですが

在の中国語は簡体字とい

端にギブアップしちゃう

うのは３名しかおりませ

っているという現状。こ

じております。

，ところが実際言語系統

われる極めて画数を少な

んです。皆落としちゃう

ん。そこに書きました

れまた非常に大きな東洋

は全然違います。しか

くした独特の文字を使

。ところが，現在中国

とおり，ほとんど非常

学の一般教育における

も文

って

語の

勤の

ひず

そして，も

やるというこ

おもしろい話

う時間がオーバーしまし

と，できるだけ，もちろ

はいくらでもあるんです

たので，最後に，やっぱ

ん「三国志」とか「敦煌

。だからそういう学生の

り学生の関心を引きつ

」だけではありません

どこをくすぐれば関心

けて

で，

を持
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つかという，

ります。そう

常に大きく変

構築」

ある種のそういうテクニ

いう講義をやるとそれな

貌しつつあります。私も

ック，私なんか古ダヌキ

り，特に今の中国ですね

毎年，今年も 日からま

ですんで，大体それが

，現在の中国というの

たしばらく行ってまい

わか

は非

りま

すけれども，

疑うばかり，

入りますと，

の低い生活を

歴史遺跡のさ

こういう形で

とにかく今の中国はもの

大体日本の高度成長期の

依然として古いものが残

強いられている。その辺

まざまな現状というふう

話をしますと，これは非

すごい変貌ぶり，特に沿

５年分を１年でやってい

っているし，人々の生活

の話ですね。実際毎年私

なものを絡めて，ときに

常に関心を持ちます。で

海部の発展というのは

ます。ところが，内陸

も依然として極めてレ

自身が見た状況と，そ

はスライドを見せる等

すから，歴史というの

目を

部に

ベル

して

々，

は単

なる過去の事

いう思いを学

いる次第です

その２枚目

がいたします

１回生の感想

象ではなくて，やはり現

生にもう少し注ぎ込んで

。

の一番下のところに挙げ

が，これは今年の２月の

文です。別に感想を書け

在につながっているとい

やらないかんなというこ

ておきましたのは，これ

私の定期試験を受験した

とは言ってませんが，何

う認識といいますか，

とを，現在私自身が考

は自画自賛で汗が出る

経済学部の中国人留学

人かがこういう形で答

こう

えて

感じ

生，

案の

後に感想を書

りがたい。う

く一握りだと

どうも長々

くんですが，こういう感

れし涙が出るような。た

いうのが現状でございま

ご清聴ありがとうござい

コ

想を書いてくれますと，

だ，こういうふうに感じ

す。

ました。（拍手）

メ ン ト

これは教師として本当

てくれる学生というの

にあ

はご

司会 ど

すが，時

メントを

うもありがとうございま

間の関係もありますので

お願いいたします。

人文

した。大変興味深いお話，

，それでは本研究所助教授

科学研究所助教授 宇佐美

もっと聞きたいところな

の宇佐美文理さんの方か

文理

んで

らコ

宇佐美 宇佐

実は，私も

は教養部とい

ないかと思う

文部省という

美でございます。簡単に

この研究所に参ります前

うところに最初配属をさ

のですけれども，実は教

ところから言われまして

３点ほどお話ししたいと

は，信州大学というとこ

れまして，ということで

養部というものは，教養

，解体させられました。

思います。

ろにいたのですが，そ

，この席に私もいるの

部は要らないというふ

そして，英語を勉強し

こで

では

うに

てい

るのに繊維学

わけです。

ところが，

部だとか，フランス語の

それから十数年たって，

先生なのに農学部だとか

先月だと思いますが，中

いう形で分属をさせら

教審，いわゆる中央教

れた

育審



議会というと

局，部局とは

うことをまた

ころが教養というものを

書いてありませんが，そ

いきなり言われるような

もう一回考え直して，教

ういう組織みたいなもの

ことになりました。教養

コメ

養の実施に責任を持て

をしっかりやりなさい

の問題というのはこれ

ント

る部

とい

から

の大学を考え

生のお話を伺

それから２

るというお話

学生に対して

系の学生にと

る上で非常に重要な要素

って，私も考えなければ

点目はレベルの問題です

でしたが，こんなことを

も，レベルを下げた教養

っても不幸なことだとい

であるということは恐ら

いけないなと思った次第

けれども，理系の先生方

言うと叱られるかもしれ

の例えば東洋史などをや

うふうに僕は思います。

く明らかで，そんな中

です。

はそういうことをおっ

ませんが，やっぱり理

るというのは，かえっ

ですから，先生もおっ

で先

しゃ

系の

て理

しゃ

ったように，

それから３

ごいなと思っ

ープと下のグ

下のグループ

すが，単純に

レベルは決して下げない

点目は，今プリントの１

て拝見しているんですけ

ループとありますが，上

は２名という，そういう

言ってメンバーが倍とい

でやるべきだと思いまし

枚目のメンバーといいま

れども，信州大学の場合

のグループには，教養部

状態でした。ですから，

いますか，スタッフが倍

た。

すか，これを見て，も

ですと，この表の上の

が解体した時点では１

学生数の問題とかがあ

いらっしゃるわけで，

のす

グル

名，

りま

非常

に充実した教

うふうに見え

いましたけれ

いうのはちょ

ますか，大学

以上です。

養教育のできるメンバー

るわけです。したがって

ども，そんなことをおっ

っと何か変な感じですけ

全体で考えていかなけれ

ではないかと，信州大学

，先生，最初に絶望だと

しゃらないで，これから

れども，私もいろいろ考

ばいけないということを

にいた目から見るとそ

いうようなことをおっ

も 張っていただきた

えて，皆さん全体でと

思った次第です。

うい

しゃ

いと

いい



３ 「東方学の再構築」

芸能と文献

人文科学研究所教授 金文京

司会 あ

それで

しいただ

からずっ

た詩文で

りがとうございました。

は引き続きまして，本研

きます。金さんは京大の

とだと思いますけれども

はない，しかしながら明

究所教授の金文京さんに

文学部の中国文学科を卒

，中国のいわゆる正統的な

代以降になると，文学の主

「芸能と文献」という題で

業なさいまして，多分その

文学として高く評価され

流を占めるようになって

お話

とき

てき

きた

小説ある

日本へと

演義の世

それで

金 ただいま

いは戯曲の研究を中心に

いう非常に広い範囲，視

界』あるいは『広東木魚

は，よろしくお願いしま

ご紹介いただきました金

なさってこられました。

野での研究を展開されて

書目録』といったようなも

す。

で

また，中国のみならず朝鮮

おられます。著書には『三

のがございます。

から

国志

ございます。

大変難しいテ

からには今あ

れを破壊して

けないのか，

というのは崩

「東方学の再構築」とい

ーマでして，再構築とい

る東洋学がもうだめで，

もう一度構築しなければ

それとももうすでに東方

壊しているので再構築す

う

う

こ

い

学

る

というのか，

ればいけない

話です。それ

余り抽象的な

ませんので，

マに少しでも

その辺から議論を始めな

わけで，これはもう大変

で私はいろいろ迷いまし

大きな話をしても仕方あ

私の研究している分野か

寄与してみたいと思いま

け

な

て，

り

ら一つ例をあげて，この

す。

東方学の再構築というテー

それで，早

人がいるとい

世まで有名で

に見えている

屋根に上らせ

傘をパラシュ

速お話を始めさせていた

うのはご存じだろうと思

す。親孝行というか，こ

大変有名な話で，お父さ

て下から火をつける。ひ

ートみたいに使ってひゅ

だきますが，皆さん，中

いますが，この人は親孝

の親がひどいんですね。

んが舜を殺そうとして倉

どい親がいたもんですけ

っとおりてきて無事だっ

国の古代の聖人に舜と

行だということでずっ

これは『孟子』や『史

庫の修理をしろという

れども，そうすると，

た。

いう

と後

記』

ので，

舜は

父親は，じ

ると，上から

それもわかっ

ゃあ次は必ず殺してやろ

土を入れて生き埋めにし

ていて，あらかじめわき

うというんで，井戸をさ

てやろうという手に出る

に出る道をつくっておい

らえと言う。井戸に舜

わけですが，舜はちゃ

て，そこからひょいと

が入

んと

出て



きて助かった

変親孝行だっ

行な人を集め

。今で言う児童虐待です

たということで，これは

た代表的な話があります

けども，そういうひどい

近世に至るまで，いわゆ

が，そのトップがこの舜

芸能と文献

親であるにもかかわら

る「二十四孝」という

であります。

（金）

ず大

親孝

舜は古代の

敦煌から発見

した「舜子変

『史記』にある

れをお手元の

ておきました

聖人でもありますし，ず

された「変文」という唐

」というものがあります

２つの話もちゃんとあ

プリントに，左側に原文

。これには２つ写本があ

っと後世まで話は同じな

代の一種の民間文学の中

。これを見ますと，今お

るんですが，その前にも

を活字にしたものと，右

るんですが，最初にある

んでありますが，とこ

に，やはりこの舜を扱

話しした有名な『孟子

う一つ話があるんです

側にその写本の写真を

話というのはどういう

ろが，

いま

』や

。そ

入れ

もの

かといいます

まして，継母

もうすぐお父

っているので

の後が変なん

れで継母がけ

と，まず第１の写本で，

がいるんですが，父親が

さんが帰ってくるけれど

，お前その桃を取ってこ

ですが，継母はわざわざ

がをして，木の上にいる

舜のお父さんが，これは

商売で旅行に行っている

も，ごちそうするものが

いというので，舜を桃の

自分の髪をといて，かん

舜に，足をけがしたんで

継子いじめの話になっ

間に，継母が舜に向か

ない。ちょうど庭に桃

木に登らせるわけです

ざしで自分の足を刺す

見てくれというふうに

てい

って，

がな

。そ

。そ

言う

ので，舜が木

第２の写本の

てきて，お前

舜が私に変な

黒くて顔が白

それでお父さ

からおりてきたというと

続きのところは，継母が

どうしたんだ，病気にで

気を起こして，原文は，

い，つまり別嬪なのを見

んが怒って，舜を折檻し

ころでなぜか第１の写本

足をけがして寝ていると

もなったのかと言うと，

ブタや犬のような心をと

て畜生の心を起こした，

たという，非常におかし

がそこで切れてるんで

ころへ舜のお父さんが

継母は実はあんたの息

なっていますが，私の

こういうふうに言うの

な話が敦煌の「舜子変

す。

帰っ

子の

髪が

です。

」に

あります。こ

ったのですか

と自体大変け

囲では全く見

ところが，

区，壮族とい

れは，一種の色仕掛けと

ら，潔白なわけですが，

しからん話で，この敦煌

えません。

年ですから，今から

う少数民族が住んでいる

いえると思うんですけれ

しかし，聖人舜に対して

変文以外には，この話は

もう 年前になりますが

ところですが，そこの省

ども，舜はそれにのら

こういう話があるとい

少なくとも現在知られ

，中国の南の広西壮族

都の南寧というところ

なか

うこ

る範

自治

で，

私が専門にや

儺という字を

て，それに行

ので見せてく

それがなんと

にそれを活字

っています中国演劇，特

書きます，要するに仮面

ったところ，壮族の仮面

れたんです。その中に

驚くべきことに，今お話

に起こしたものと，右側

に中国語では儺戯といい

劇なんですけれども，そ

劇というのを実演で，せ

「舜児」という舜を主人公

しした敦煌変文と似てる

に，これは私が写真で撮

ますが，吉田神社の追

れに関する学会があり

っかく外国から来たと

にした芝居がありまし

んです。プリントの下

った，ちょっと文面が

儺の

まし

いう

て，

の方

はっ

きりしません

違って，母親

舜が飛びおり

けれども，脚本をあげて

が舜を桃の木に登らせた

たら足をけがするように

おきました。この芝居の

後で自分で竹のくぎを木

とたくらむのですが，舜

話は敦煌変文とはちょ

の下にまくんです。そ

はそれをちゃんと知っ

っと

れで

てい



３ 「東方学の再

て，反対側に

いって，自分

これは明らか

構築」

ぴょんと飛びおりてしま

がそのくぎを踏んで，け

に類話であると言えるで

う。それを見てお母さん

がをしてしまったという

しょう。プリントを見て

があわてて木の下に駆

ので，細部は違うんで

いただくとわかります

けて

すが，

が，

一見漢字です

民族語である

国語では読み

そのときに

います。

これはもと

けれども，意味の通じな

壮語を書くためにつくら

取れないんですが，大体

ビデオを撮りましたので

もと壮族の伝統的な演芸

いところがたくさんあり

れた漢字のような文字で

以上のようなことが書い

，これからそのビデオを

ですから，当然農村なん

ます。実はこの脚本は

書いてあるので，意味

てあります。

ちょっとお見せしたい

かで行われてるんです

少数

は中

と思

けど，

これは学会の

願いします。

これは舜の

ためにやったので，舞台

（ビデ

お父さんです。これから

で上演されていて，まあ

オ上映）

旅行に出かけるぞという

一種のやらせです。で

ふうに言っているんだ

はお

と思

います。今左

あるんですね

うにしている

んです。後ろ

間に息子の舜

もわからない

側にちょっと見えたのは

。仮面をあみだにかぶっ

。舞台背景なんかもあり

の方に，ちょっと見えに

をいじめてやろうという

ので想像なんですが，た

倉庫なんで，ちゃんと後

ているのは，多分歌を歌

ますから，かなり現代化

くいですけど，木があり

ふうに今言っているとこ

ぶんそう言っているのだ

の２つの話もこの芝居

いやすいようにこうい

しています。これが継

ます。今お父さんがい

ろなんだと思います。

と思います。

には

うふ

母な

ない

私に

舜にいらっ

うに言ってる

わけです。全

繰り返し繰り

ました。する

させてやろう

しゃいと言うから舜が，

んだと思います。ここで

部歌でやってるんですけ

返しやるわけです。これ

と継母が竹のくぎを下に

ということなんですが，

「お母さんどうしたの，

木に登って桃を取りなさ

れども，メロディが非常

は非常に初期段階の芝居

まくんです。今くぎをま

これは舜がちゃんと分か

何か用事ですか」とい

いというふうに言って

に単純で，同じメロデ

の形態です。いま木に

いているところです。

っていて，逆の方にぴ

うふ

いる

ィを

登り

けが

ょん

と飛びおりま

をけがする。

に入るという

ました。

す。すると継母が駆け寄

この後は『孟子』や『史

話がありますが，それは

（ビデ

ってくぎを踏んでしま

記』に見えるのと同じで

省略させていただきます

オ上映終了）

い，「あやや」というの

，倉庫に登らせるのと

。どうもありがとうご

で足

井戸

ざい

この話は，

もう一つは，

一つは唐代の，唐末か五

世紀のはるか南の広西

代だと思いますけども，

のしかも漢民族でない壮

敦煌から出た変文にあ

族の芝居にある。それ

る。

以外



にはないわけ

者の間に，こ

なるわけです

です。これは一体どうい

れは偶然なのか，あるい

けど，それについてはき

うことなのかということ

はなにかの関係があるの

ょうのテーマとは関係あ

芸能と文献

は興味深い問題で，こ

かということが当然問

りませんのでお話しし

（金）

の両

題に

ない

ことにします

（「敦煌本舜子

塾大学），それ

から東方学の

じたかという

今，私はこ

。ご興味がおありの方は

至孝変文と広西壮族師公

を見ていただければと

再構築という今回のシン

ことです。

れを見て大変びっくりし

，不十分ですが，私が

戯舜児」『言語文化研究

思います。きょう私が申

ポジウムのテーマについ

たと申しましたが，それ

書いた文章もあります

所紀要』 号 慶

し上げたいことは，こ

て，どういうことを私

は敦煌の変文と壮族の

ので

應義

の話

が感

芝居

が同じ話であ

のは，この学

人ぐらいで

ほかの人は全

わけです。（笑

かなかったか

ったからです。ところが

会に参加した人，多分

，全員一緒にこれを見た

然驚かなかったんです。

）これは別に私が自慢

というと，ほかの人は

，もう一つ私は驚いたこ

人ぐらいいたと思うん

んですが，この芝居を見

私は，ほかの人が全然驚

で言っているわけではな

『敦煌変文集』を読んだこ

とがあるんですね。と

ですが，外国から来た

て驚いたのは私１人だ

かないということに驚

くて，なんでほかの人

とがなかったからなん

いう

人は

けで，

いた

は驚

です。

ですから当然

ただけで，別

じゃあなん

いう会議に参

人，あるいは

変文」なんか

，敦煌の話は知らないわ

に驚かなかったわけなん

でほかの人は『敦煌変文

加する人というのは，演

文化局でこういう演劇関

を読んで研究しているよ

けですから，壮族にこん

です。

集』を読んでなかったか

劇関係者，たとえば地方

係の行政に携わっている

うな人は，全然こういう

な変なものがあるなと

というと，中国で大体

の劇団で脚本を書いて

人であって，大学で「

会議には来ないんです

思っ

こう

いる

敦煌

。そ

こへたまたま

たので，これ

中国ではこ

ませんが，そ

かれていて，

しい研究の進

私が場違いというか，一

を見ることができて，そ

ういう実際の，実地の調

ういう実地調査をする人

双方の情報の交換があま

展があって，我々外国の

応「敦煌変文」を読んだ

れで驚いたということな

査をする学問は，これは

と文献の研究をする人と

りないんです。中国では

研究者はそういう中で，

ことのあるような者が

わけです。

私の分野に限ってかも

いうのがかなりはっき

この 年来，非常に目

中国の学者に対抗して

行っ

しれ

り分

覚ま

とい

うか，その中

だんなってき

がその中でや

です。

そのために

違う分野のこ

で自分たちの存在価値を

ていますが，やはり中国

っていける余地というも

は，これは月並みですけ

とを自分でもよく知って

見いだせるような研究を

の研究状況というものを

のはかなりあるのではな

れども，やはり学際的研

，違う分野の人と協力し

するのは大変な時代に

よく見れば，まだまだ

いかというふうに思う

究ということが大事で

ていろんな方面に興味

だん

我々

わけ

す。

を持

つということ

というものは

じゃあ省み

がやはり必要で，中国は

進んでいないというふう

て，我々の日本の学会は

まだまだそういう面では

に，少なくとも私の分野

どうかというと，これも

，あまり異なる分野の

ではそうだと思いまし

私の分野だけかもしれ

交流

た。

ませ



３ 「東方学の再

んが，学際，

のは，言うは

はないのです

構築」

学際ということが言われ

やすく行うはかたしとい

。これはほかの分野の人

て久しくなりますけれど

うことで，そんなに目覚

と一緒にやって，その分

も，実際は学際研究と

ましく行われているわ

野にかなり関心を持っ

いう

けで

てい

かなければい

を一層してい

得たものを再

の非常に積極

これに関連

いうのは，中

けないわけですから，な

って，新しい方向，新し

検討していって，新しい

的な研究に太刀打ちして

して，これも私の分野に

国では実は最近非常に積

かなか難しいことではあ

い見方から従来の文献あ

事実を見い出していかな

やっていくのは難しいだ

限ったことかもしれませ

極的に行われていて，そ

るんですが，そういう

るいはこういう実地調

ければ，今後研究を，

ろうというふうに思い

んが，こういう実地調

れこそもうブルドーザ

努力

査で

中国

ます。

査と

ー式

にばーっとや

でやるという

行って現地調

できない。ま

はお金もない

す。そして，

られてるんですね。です

ことは非常に難しくなっ

査というのをやったこと

た，中国に匹敵するよう

ので，やはり中国側と協

これはたまたま私が気が

から，中国に対抗して我

てきておりまして，私も

があるんですけれども，

なそういう組織をつくっ

力し，中国側から情報を

ついたケースですけども

々も中国と同じような

１週間ぐらい中国の農

これは１人の力ではと

てやるような力も，あ

もらうということにな

，そういう中国側が，

立場

村に

ても

るい

りま

ある

いはほかの国

究体制なり方

それからも

「舜子変」の話

「舜子変」の話

があったんだ

の学者が気づかないよう

法なりを変えていく必要

う一つは，方法とともに

は，『孟子』や『史記』

が『孟子』や『史記』

というようなことを言う

なところを気づくような

があるのではないかとい

視点の問題があります

にくらべて，話が１つ

よりも古く，もともと舜

ほど私は大胆ではありま

，そういうふうに我々

うふうに思うんです。

。今ごらんになった敦

多かったわけですが，

の話はこういうふうに

せんが，しかし，その

の研

煌の

この

これ

問題

をちょっとど

の一種の性的

した話ですけ

りたくさんあ

だきたいと思

また「敦煌

けておいて考えてみると

な関係を暗示するような

れども，世界的に見れば

るんです。その辺りのこ

います。

変文」や壮族の芝居では

，こういう継子いじめ，

話なわけですが，これは

，いわゆる説話や民話の

とは，後で中務先生にち

，舜がうける試練が３つ

あるいはこれは継母と

中国では非常に珍しい

中には，こういう話は

ょっとコメントをして

あることになっている

継子

孤立

かな

いた

わけ

ですが，大体

多いわけで，

うに言えると

これまでの

う文明である

学，東方学と

こういう昔話とか説話と

そういう意味からも，こ

思います。

中国に関する研究では，

という視点が大変強かっ

西洋学あるいは日本学が

かでは，似たような試練

れは世界的な広がり，普

中国は非常に特殊な国で

たように，私は思います

対話をする余地というも

が３つあるという話が

遍性を持っているとい

，西洋あるいは日本と

。ですから，いわゆる

のも限りがあったよう

大変

うふ

は違

中国

に思

います。その

国学と日本学

ります。

ため日本学と西洋学との

なり中国学と西洋学の間

間で非常に活発な交流が

では，活発な対話が行わ

行われているほどには

れていないという状況

，中

があ



もちろん中

それは儒教的

そうかもしれ

国という国は古代から非

な教養を持ったいわゆる

ませんが，そうでない，

常に独特な文明を持って

士大夫と呼ばれる知識人

例えば今お見せしたよう

芸能と文献

いるわけですが，しか

の文化についてはたし

な民間の文化に関して

（金）

し，

かに

は，

我々が思って

の文化という

はもう少しそ

方というのが

で視点を変え

洋学，新しい

いるよりはるかに世界の

ものはそんなに特殊なも

ういう中国が世界の中で

， 世紀のこれからの中

て，そっちの方向にもう

中国学のためには，より

他の地域との共通性は多

のではないというふうに

ほかの地域と共通する部

国のあり方とも関係しま

少し研究を移してやって

多くの発見をすることが

いので，この方面では

思います。ですから，

分を見ていく，そうい

すけれども，そういう

いくということが新し

できますし，それから

中国

今後

う見

方向

い東

中国

自身，あるい

はないかとい

以上で，私

は我々の研究にとっても

うふうに思っております

の発表を終わらせていた

コ

，より大きな貢献，将来

。

だきます。どうもありが

メ ン ト

につながる研究になる

とうございました。（拍

ので

手）

司会 ど

間，ある

きました

それで

うもありがとうございま

いはもっと一般的に東方

。

は，本学文学研究科教授

京都

した。非常に具体的な例を

学の研究の方法と視点とい

の中務先生の方からコメン

大学文学研究科教授 中務

提示されて，文献と芸能

うことについてお話をい

トをいただきたいと思いま

哲郎

との

ただ

す。

中務 ただい

だきましたが

に書き物の形

ていただきま

中で実際に芸

ま大変おもしろいお話を

，実はきょうのお誘いに

にされたものも僕は拝見

した。金先生は，唐代に

能として行われていると

伺いまして，おまけに珍

先立って，金先生から今

しましたので，きょうの

つくられた「舜子変」の

いうことに大変驚いたと

しいビデオまで見せて

ちょっとおっしゃった

ビデオも期待をもって

話が，現代の辺境の民

いうふうにおっしゃい

いた

，別

見せ

族の

まし

たけれども，

かやってます

それは，こ

れも有名な話

弟が兄嫁に色

んに讒言され

僕はこのお話を伺って，

ので，僕は僕で非常に驚

れと非常によく似た話が

ですけれども，２人兄弟

仕掛けされるんです。と

るという，そういう話が

僕自身は西洋，ギリシャ

いたんです。

紀元前 世紀のエジプト

の話でして，お兄さんが

ころが，それを断ったも

一番古い。これは有名な

を中心とした説話文学

にすでにあるんですね

野良仕事に出ている間

んですから，兄嫁から

旧約聖書創世記のポテ

なん

。こ

に，

兄さ

パル

の妻がヨセフ

ロスの叙事詩

ギリシャ神

を誘惑するという話につ

イリアスにもこの話が出

話の中にも実にたくさん

ながっていきますし，そ

てくるんです。非常に普

このような話がありまし

れから紀元前８世紀の

遍的な話。

て，２つタイプがあり

ホメ

ます。



３ 「東方学の再

色仕掛けで継

てやっつけよ

つけるという

構築」

子に迫って，断られて逆

うとする話です。１つの

話がありましたけれども

恨みするという話と，そ

例としては，きょう倉庫

，ギリシャの継子いじめ

れからもともと継子が

の屋根に上げて下から

の話でも，焼けたかま

憎く

火を

の上

に，パン焼き

って，あるい

う気もするん

中国に継子

分たくさんあ

王伝に出てく

がまか何かだと思うんで

はその伝播の過程で変形

ですね。

いじめの話は余りないと

るんじゃないかと思うん

る継母のクナーラ王子へ

すが，乗せてやっつけよ

したけれども，同じよう

おっしゃいましたけれど

です，インド起源の話は

の色仕掛け失敗の話が

うとする，そういう話

なモチーフじゃないか

も，漢訳仏典なんかに

。岩本裕先生は，アシ

西の方に行って，西の

があ

とい

は随

ョカ

方の

「ローマ七賢人

ペルシャの方

ります。その

若い継母が王

伺っていて，

有名人ですけ

物語」の元になった，

に行ったというふうにお

「ローマ七賢人物語」の

子に色仕掛けをしてお父

舜というのはもちろん非

れども，これにまつわる

つまり岩本先生なんかは

っしゃいますけれども，

枠物語というのがまた今

さんに讒言するという話

常に古い実在というか，

話は本当に世界普遍的な

これがインド起源でそ

ペルシャ起源という説

のと同じような話なん

ですけれども，今この

神話的な帝王ですけれ

話で，有名人に仮託さ

れが

もあ

です。

話を

ども，

れた

民間の話，継

地悪があった

初めは３つの

それが非常

物語」が西と

文」のころに

子いじめの話じゃないか

のではないかとおっしゃ

意地悪が揃っていたと思

に古くからあったのか，

東へ広まって，当時非常

中国へ行ったんじゃない

と思っています。ついで

いましたが，昔話の３段

います。

あるいは 世紀ころのペ

に有名な話であります

かというような気もする

ながら，金先生も３つ

階の法則から言って，

ルシャに起こった「七

ので，それがこの「敦

んですけど，僕の場合

の意

僕も

賢人

煌変

は全

く文献しか扱

れの他に，中

変文というよ

の民間芸能な

るのには，中

今ちょっと

ってませんので，よくわ

世説話から「敦煌変文」

うな非常に珍しいものも

んかも研究されますので

国学の方というのは本当

申しましたエジプトの話

かりません（『史記』か

という線をも考えるわ

お読みになりますし，そ

，そこからさらに世界的

に最適の方じゃないかと

，ギリシャの話，それか

ら「敦煌変文」へとい

けです）。その点金先生

れから中国の現実の，

な視野に立った研究を

思うんです。

らペルシャの話，こう

う流

は，

現代

なさ

いっ

たものはすべ

今伺っており

中国は文の国

恐らく現代で

て 年という

を進めていた

て芸能とは結びついてい

ますと，中国ではいまだ

ですから，文献もある。

は中国しかないんではな

ふうに言われていますの

だければ，一人東洋学と

ませんし，今は文献の形

に伝承された芸能の形で

両面から比較研究を進め

いかと思うんです。日本

で，これから中国学の方

いう枠にとどまらずに，

でしかないんですけれ

も生きていると。もち

ていけるところという

ではそういう事態が失

に説話研究といいます

世界的な規模での説話

ども，

ろん

のは，

われ

か，

学と

いうものが新

です。

たに起こるのではないかというふうに，僕なんかは感じて期待している次第



海洋史から見た東方学

東南アジア研究センター教授 濱下武志

司会 ど

それで

願いたい

を経て，

られまし

うもありがとうございま

は引き続きまして，濱下

と思います。濱下先生は

東京大学東洋文化研究所

た。

した。

武志先生に「海域史から見

東京大学の東洋史学科を

へお移りになって， 年か

た東方学」という題でお

出られまして，その後一橋

ら 年の間は所長をされ

話し

大学

てお

この間

究された

マとする

という，

あるとか

最近で

， 年には，清末の海関

『中国近代経済史研究』

『近代中国の国際的契機

これは 年に出版された

海洋秩序論といった研究

は中国，沖縄，日本，そ

，いわゆる税関と関税その

を，次いで 年には，国際

』をお書きになったほか，

本ですけれども，そこへつ

を進められております。

れから東南アジア方面を含

他の財政と開港の諸条件

経済の中における中国を

『朝貢システムと近代アジ

ながります朝貢システム

む地域をグローバルに，

を研

テー

ア』

論で

かつ

全体的な

ございま

ジア」の

ざいます

東洋文化

を伺う機

視野からとらえようとい

す。また，一昨年に，岩

企画編集の中心を担われ

。現在は，京大の東南ア

研究所の教授も兼任され

会を得られました。

う研究に取り組んでおら

波書店から全６冊で出版

るなど，いわゆる海域史と

ジア研究センターの教授

ておられます。本日は，そ

れまして，多くの著書，論

されました「シリーズ 海

いわれる分野の第一人者

をされると同時に，東京大

ういう大変ご多忙な中で

文が

のア

でご

学の

お話

それで

濱下 どうも

方学を再構築

な試みといい

は，よろしくお願いしま

ありがとうございます。

するという，とても野心

ましょうか，あるいはと

す。

東

的

て

も時宜にかな

おりますけれ

見て，あるい

て，東方学を

のかという視

海域史という

った問題提起と受けとめ

ども，歴史学という面か

は歴史研究という面から

どのように今後考えてい

点で，少し申し上げます

分野はこれまでも一つの

て

ら

見

く

。

研

究領域であっ

られるこれか

研究というも

たわけですけれども，考

らの東方学の中で，海域

のをどのように考えるか

え

史

，海域史を一つの歴史を考える時間と空間として捉



３ 「東方学の再

えるという意

最近，歴史

に歴史研究が

構築」

味で，海域史から見た東

学あるいは歴史研究が隣

社会史研究という領域を

方学というテーマで少し

接の分野から，人類学で

非常に強調してきた経緯

考えてみたいと思いま

すとか社会学ですとか

もありまして，隣接分

す。

，特

野か

らの歴史学へ

なってきたと

り論ぜられな

いう歴史は，

会学は，私の

けたわけです

の影響，あるいは歴史学

思います。したがいまし

かった分析方法などが問

私が見る場合には向こう

歴史とか，あなたの歴史

。それから，社会心理学

の隣接分野からの受けと

て，それまで歴史学の中

題になってきたように思

にある歴史であったんで

とか，そういう形で歴史

などとの関係で，アイデ

めというものが大変大

にはなかった理論とか

います。例えば，歴史

すが，例えば人類学と

学を非常にこちらに引

ンティティーというこ

きく

あま

学で

か社

きつ

とも

議論されるよ

は資料と同時

という面も出

それは今後

つつあると思

ということで

うになりました。歴史学

代人の目とそれを分析す

てきたように思います。

いろいろ考えていかなく

う問題の中に，これから

あります。個人的な感想

の中にアイデンティティ

る私たちの目ということ

てはいけない問題ですけ

東方学をどう考えるかと

ですが，今中国は，もち

ーが入ってきますと，

が，より複雑に見直さ

ども，現在歴史研究が

いう課題とも重なって

ろん中国は中国だとい

今度

れる

動き

いる

う議

論がある，あ

亜というので

の知識人は脱

脱米になるの

るのか，課題

ます。その中

るいは日本は日本だとい

しょうか，脱亜を一生懸

欧を一生懸命進めている

か，あるいは脱欧米にな

は多いと思いますけれど

で東方学もグローバル化

う議論は前からあるわけ

命進めているように思い

ように思います。では日

るのか，あるいはもう一

も，中国知識人の動きが

した東方学という課題が

ですが，中国の知識人

ます。それから，アメ

本はどのようになるの

度アジアということを

顕著に見られるように

出てくると思います。

は脱

リカ

か。

考え

思い

アメ

リカでのグロ

政論という議

ける問題とい

私は「中国

いうときに，

な中国という

ーバル・ヒストリー・ス

論，これは歴史研究でも

う３方向から考えたいと

」として一般的に言う場

文化的な中国とか，ある

ものがあると思います。

タディーズという議論，

照らし出されているわけ

思っております。

合は一応地理的な中国と

いは主権的な中国とか政

差し当たり地理的な，ユ

中国における地縁政治

ですが，それから日本

して考えています。中

治的な中国とか，いろ

ーラシア大陸の東とい

，地

にお

国と

いろ

う地

域ですけれど

か少し見てみ

疆というふう

地域です。モ

ていると思い

それから，

も，そういう中国史の中

たいと思います。これは

に疆域史が分類されてい

ンゴルとかチベットです

ます。

海疆の範囲は東南沿海か

では海域史というものは

疆域史と言われているわ

ます。辺疆とは西北中国

。それから朝貢を行う部

ら台湾までにかけてです

どのように扱われてき

けですけれども，辺疆

で，藩属として統治さ

分をやはり辺疆と位置

が，島嶼あるいは海域

たの

と海

れる

づけ

とい

う部分の議論

それは政策の

少数民族の問

がなされ，辺疆と海疆の

問題から言いますと，辺

題ですが，そこから近代

両者から疆域史という領

防と海防とかあるいは民

の国境問題などが出てく

域が成立っている。そ

族の問題，今で言いま

ることになります。こ

して

すと

れら



の問題が，中

外とか，など

考えられてき

心と周辺とか，あるいは

の統治理念の政治的，経

たと思います。これから

中央と地方とか，南北関

済的，文化的な影響のち

もこういう分類は続けら

海洋史から見た東方学（濱

係とか，それから朝貢

ょうど境界に当たる領

れると思いますけれど

下）

と化

域で

も，

またこれだけ

っております

次に申し上

ということで

非常に多くの

なか多様で，

ではない組み合わせも，

。

げたいことは，これまで

す。時代を追って，ある

議論がなされてきたとこ

研究の展開に伴って変わ

時代に応じて，私たちは

の海域史研究に固有のテ

いは視点を異にしながら

ろであると同時に，また

ってきた。例えば倭寇研

考えなければいけない

ーマは何であっただろ

，また分野を異にしな

その評価の分かれ方も

究などは前期倭寇，後

と思

うか

がら，

なか

期倭

寇と言われま

う課題もあり

部分だと思い

それから，

域史研究ある

てられてきた

すが，現在の海域史研究

ますので，比較的新しい

ます。

後に少しスライドを見て

いは海域研究という，こ

わけですが，海域という

からもう一度倭寇の問題

課題の組み合わせが今後

いただきながら問題にし

れまでは陸をもとにさま

場，あるいはそういう海

を考えるとどうなるか

もなされなければなら

てみたいと思いますが

ざまな歴史の課題が組

域の歴史という時間を

とい

ない

，海

み立

中心

に据えると，

また，「海の

伊波普猷が著

に，「三鳥問答

をそれぞれが

儒家の議論に

どんな議論が成り立つだ

思想」，「儒教と海」と

した沖縄の儒家の海の議

」という，ハヤブサと

言うだけです。沖縄は海

は，海ということは一つ

ろうかという課題を考え

いうテーマは，儒家の海

論を見ようと思います。

カラスとサギが出てきま

とは無関係でないと私は

も出てこない。

たいと思います。

に関する議論です。沖

そこでは実は海を議論

して，村と田と畑の重

思いますけれども，沖

縄の

せず

要性

縄の

ということ

はどのように

す。そのこと

必要があった

がかかわると

やはり海とい

は，儒教が大陸文化の一

位置づけられるか，ある

はその後に国というもの

。これは統治ということ

同時に，儒教の伝播以前

う場を持ってさまざまに

つであり，陸という特徴

いは海を見る思想がどの

をつくるときに，中に収

と関係したと思いますが

はどうだろうかという疑

行き来していたのではな

の枠で考えるとき，で

ようにあるかというこ

斂していく求心力をつ

，儒教の政治社会的な

問も湧いてきます。琉

いか。琉球的な海など

は海

とで

ける

役割

球は

も見

ることによっ

史に関わる私

ます。

グローバル

今，歴史研

てより海の議論が広がる

の関心を申し上げました

・ヒストリ・スタディー

究でいくつか，これは日

のではないかと思ってい

が，以下に項目ごとに少

ズと「地縁政治論」

本の方々も議論なさって

るところです。以上，

し詳しく見てみたいと

ますが，グローバル・

海洋

思い

ヒス

トリー・スタ

合衆国には歴

してきたわけ

ディーズがアメリカの脱

史がないということで見

ですが，アメリカ大陸の

欧化と関係していると思

てきましたし，またその

歴史という形で，スペイ

います。これまでアメ

ようにアメリカ自らも

ン時代の銀の世界的な

リカ

議論

流通，
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それから南ア

めて，アメリ

論です。これ

構築」

メリカ大陸のいわゆる物

カ大陸の世界史的な役割

はある意味では現在のア

産がほかの大陸や，世界

という文脈にアメリカ合

メリカのヘゲモニーを正

に伝播するという歴史

衆国もつなげようとす

当化するといいますか

も含

る議

，そ

れを歴史的に

（

以前のユーラ

は進んだとい

形で，違うモ

ディーズの議

さかのぼろうという面も

）さんとかケン・ポメラ

シア大陸の東と西につい

うことではなく，労働集

デルを問題にしようとし

論の一つの特徴でもある

見られるわけです。た

ンツ（

て構造が違うという形で

約的な東アジアと資本集

ています。この点もグロ

と思いますし，そういう

だ，歴史研究の中で王

）さんなどは，産業

，必ずしも遅れた，あ

約的な西ヨーロッパと

ーバル・ヒストリー・

視点でのアジアあるい

国斌

革命

るい

いう

スタ

は東

アジアの位置

他方，現在

論を強く展開

で海国中国と

すとか，ある

うことも大き

づけ直しという議論であ

の中国が自らを表現した

しているというところに

いう形で，文化的なある

いは海国中国という表現

な特徴であります。そこ

ります。

り議論したりするときに

，私は非常に関心を持っ

いは政治的な影響を持っ

で，いわばもう一段広く

には近隣との関係あるい

，地縁政治という形で

ております。事実，そ

ていたことを，海洋国

海洋に自らを強調する

は内部での，これまで

地政

の中

土で

とい

のナ

ショナリズム

ように思いま

そして，そ

ン・タナカ（

ャパンズ・オ

ーロッパの歴

との関係などでいろいろ

す。

れらの問題を日本の歴史

）という

リエントという博士論文

史論という枠組み，方法

考えなければならない興

的な視野からどのように

二世の研究者が，日本の

をアメリカで出版しまし

を経由して東洋史という

味深い問題が出てきて

考えるか，例えばステ

オリエント化すなわち

た。それまでの漢学が

形でもう一度アジアを

いる

ファ

，ジ

，ヨ

見る，

視点を切りか

歴史的な国学

を提示してい

ている視点を

うか，という

えることになりました。

，漢学，洋学という３派

ます。以上の問題は，こ

，これからのより総合的

課題であります。

この議論は，例えばその

の鼎立関係を，現在もう

れが結論であるというこ

な東方学の議論にどのよ

後のアジア史の議論の

一度再検討するという

とではなく，現在議論

うに結びつけていける

中で，

課題

され

だろ

海洋研究―

海域史がこ

体に取り込む

ご説明させて

なかったと思

る場を移しつ

―疆域朝貢論から地理学

れまで周縁として考えら

必要があると思います。

いただきますけれども，

い。私は朝貢という問題

つあるような気持ちでお

へ

れてきたことをもう少し

例えば朝貢・冊封という

海域をどう利用するかと

を考えるに当たって，次

ります。

朝貢関係に関する議論

関係は，後ほどスライ

いうことを抜きには存

第に海の方に朝貢を議

の本

ドで

在し

論す

次に，これ

あります。近

と結びつけて

までの海域史研究の中で

代世界を国家の視点から

世界を配置しようとした

，特に，魏源の『海国図

とらえようとしたときに

わけです。これは一種の

志』について多くの研

，それを海国という形

中国のジレンマと同時

究が

で海

にダ



イナミズムの

うものと，む

します。ただ

表現かもしれませんけれ

しろ外につながっていく

，国民という国と民の２

ども，背景的に北にでき

海という区分がある中で

つの字が結びつく歴史が

海洋史から見た東方学（濱

上がる王権，皇帝権力

，それを例えば中国と

なかったように，海と

下）

とい

表現

国も

歴史的にはな

代の中国の知

要ではないか

それとも関

ジアにおける

常に重要な対

かなか結びつかなかった

識人が世界というものを

と思われます。

係しますが，国家と帝国

植民地問題をつなぐ議論

象となります。単に交通

と思われます。そこを結

知ろうとしたという意味

といいましょうか，ある

の中で，海をどのように

，交易だけではなく，よ

びつけることによって

なり動機づけは，とて

いは国家とヨーロッパ

経営するかということ

り戦略的な海というこ

，近

も重

のア

が非

とが

見直されてき

同時に，地

が届く文化的

境界として国

論が起こって

けれども，地

たと思います。

理学と海域史の関係も興

な，徳治的な影響力の問

境を引いたり，隣接地域

きます。モンゴルとかあ

理学が導入されたときに

味のあるところです。朝

題が， 世紀に西洋から

をはっきり別の地域とし

るいはロシアに対して境

，中国の「禹貢」であり

貢という形で，皇帝の

地理学が入ってきます

て認識したりするとい

界の調査，議論を始め

ますとか『山海経』な

教え

と，

う議

ます

どの

伝統的な地理

題が出されま

り海というも

で，それまで

の海あるいは

論の中に出て

学の枠組みとヨーロッパ

す。あるいは経世論，経

のがどのように位置づけ

にはない海の視点が出さ

河川の位置付けとは異な

くる海に関する議論も，

の地理学との確認がどの

世家たちが清末に出てき

られたのか。例えば海港

れております。そういう

ると思います。例えば

いわゆる内に取り込んだ

ようになるのか，とい

ますが，経世論の中で

や海運を強化するとい

点で伝統的な地理学の

『皇朝経世文編』などの

海と，外へつなげてい

う問

やは

う形

中で

経世

く海

という関係の

これから，

図１は東シ

まれてきたか

結果でもあり

表現されたり

中で考えていきたいと思

スライドで説明させてい

ナ海，南シナ海，ベンガ

ということも，とても興

ますし，より歴史的な，

しています。東シナ海，

っております。

ただきたいと思います。

ル湾です。海の名称がい

味のある点だろうと思い

例えば日本海という表現

南シナ海，ベンガル湾と

つ，どこで，どのよう

ますが，近代の国際関

はマルコ・ポーロ時代

いう海のつながりを考

に生

係の

から

えま

すと，海域の

いう三者の関

かります。東

えることによ

ることができ

海と海のつ

連鎖と言いましょうか，

係は，海が存在したこと

南アジアという場合でも

り，１つの地域的なまと

ます。

ながりでは，沿海地域が

アジアを考えるときに，

によって独特の歴史的な

，やはり南シナ海を巡る

まりと，地域と地域のつ

特別に重要なところであ

大陸部と島嶼部，半島

形成を持ってきたこと

という海に視点をおい

ながりとしての海域を

りまして，歴史的には

部と

がわ

て考

考え

遷界

令とか，それ

さらに海と

れから南シナ

から倭寇もそうですけれ

海がつながるところに，

海とベンガル湾が結びつ

ども，沿海と関係すると

ここでは広東，広州です

くところには，マラッカ

ころです。

けれども，後には香港

，後にはシンガポール

，そ

です
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けれども，こ

う点では沿海

ういう戦略的に重要な交

と，それから海をまたい

易港，あるいは移民中継

で形成される環海として

地ができています。そ

の特徴，それから海と

うい

海が

つながるとこ

シンガポール

海と海をつな

合でも，イギ

のつながりの

そういう点

ろに出てくる歴史的に重

は単にラッフルズが発見

げる歴史的な機能をシン

リスがそこを植民地にし

機能を香港に引っ張って

で，アジアの海という範

要な「連海」する港湾都

したということではなく

ガポールが代替したと言

たというよりも，むしろ

きたと考えることができ

囲を考えたとき，１つの

市ができます。ですか

て，マラッカが持って

えます。あるいは香港

広州という歴史的な海

ると思います。

地域のつながり，それ

ら，

いた

の場

と海

は土

地という陸の

次に，図２

するさまざま

ている。そし

いう海神に，

政治が沿海地

つながりではない海域相

はまだ作成途上ですけれ

なレベルがあって，その

て民の海の利用に対して

これは女神ですけれども

方の政治，あるいは海に

互の構成を持っていると

ども，海は水の平面では

レベルは便宜的に官と民

，官は，そこに介入して

，爵位を与えて妃として

介入していきます。

思われます。

なくて，海を利用しよ

という形でそれぞれが

いくという場合に，媽

，天妃とか天后という

うと

使っ

祖と

形で，

上から申し

場合には，媽

には当然交易

ますと，官は朝貢貿易を

祖神を祭るという行事を

や移民があります。他方

管理することによって海

地域社会で行うことによ

，朝貢の下には北京での

を利用する，それから

って海を管理する。そ

特許貿易とか，それか

民の

の下

ら朝



貢使節が琉球

港貿易があり

り，それから

ですと福州に入港すると

，そのもとには共通に漂

漂流民送還体制が施かれ

いう海

流があ

ていま

海洋史から見た東方学（濱下）

す。漂流は自

ろ人為的な漂

う関係を利用

為的に船を壊

たと主張する

などでは，役

然的な漂流だけではなく

流と言いましょうか，朝

しながら，沿海に近くな

して，そして自分たちは

訳です。例えば鹿児島県

人が来る前にすでに積荷

，むし

貢とい

ると人

漂流し

の坊津

を２階

の隠し倉庫に

もあったよう

さんたちが詳

図の一番基

す。珍島犬と

の人たちが言

入れてしまうというよう

です。漂着した人たちは

しく研究なさっています

底に「倭寇的世界」と書

いう，秋田犬のような純

います。海民と陸民が日

なこと

，漂流民送還という制度

が，琉球にも例がたくさ

きました。韓国の南のほ

粋種で有名ですが，自分

常的には交渉していて，

，これは荒野（荒野泰

んあります。

うに珍島という島があ

たちは倭寇の子孫だと

何か問題が起こると，

典）

りま

そこ

どち

らかが相手側

う形で存在し

おります。

こういう形

のどこかが強

の行動のパタ

からうばってくるという

ており，これは海域が変

でいくつかの層として海

調される。また，時には

ーンが生まれます。そし

衝突が起こる。そのよう

動するときに生まれてく

域が利用されております

官と民の関係の中でどこ

てそこに表現されるより

な関係が倭寇的な世界

る状況ではないかと思

。ある時期にはこれら

かが強調されるという

広い対外関係も見てい

とい

って

の層

，海

くこ

とができると

最後に，特

高田先生から

だいて，関連

の中で共通性

ている共通性

思います。

に海をまたいで交流や交

，『歴代宝案』の中に福

する論文も教えていただ

や違いということを問題

というものは，陸の中の

渉が行われるということ

建の方言的なものが入っ

いたことがありました。

にしてきましたけれども

違いというよりもはるか

につきまして，私は以

ているというご指摘を

今まで陸を中心として

，海をまたいででき上

に近いと言えます。海

前に

いた

，陸

がっ

をま

たいだ類似性

ときもありま

方法的に考

文社会科学の

にほうり込む

ところから「

のほうが，陸の中の類似

す。

えますと，基本には海と

学問分野の分類を，より

ことができるかという方

東方学」を考えることの

性よりもはるかに距離は

いうところから，これま

相互関係的に，あるいは

法的なところから，そし

必要性を感じております

近いということを実感

で 世紀以来の分析的

総合的な形で今一度別

て，海それ自身の実態

。海が実際に機能して

する

な人

の場

的な

いる

場の問題が近

それらは『歴

になってきて

年ますます大きくなって

代宝案』，あるいは対馬

おり，東シナ海，南シナ

おり，研究への関心も大

の「宗家文書」などの研

海の海域史が，資料的に

きくなっていると思い

究からよりいっそう明

も，これまでのヨーロ

ます。

らか

ッパ
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の東インド会

海を巡る時

的な無限循環

構築」

社の資料だけではなく，

間と空間は，現在の歴史

と言いますか，時には無

明らかにされつつあると

学の方法問題という関心

限的な悪循環になってい

思います。

に戻りますと，両者の

くようにも思いますけ

総合

れど

も，そういう

うも失礼いた

海の歴史というものをも

しました。（拍手）

コ

う少し深めて考えていき

メ ン ト

たいと思っております

人文科学研究所教授 岩井

。ど

茂樹

司会 どうもあ

それでは，

岩井 濱下先

りがとうございました。

本研究所教授の岩井茂樹

生より大変にスケールの

さんのほうからコメント

大きな，つまり東洋学に

をお願いいたします。

かぎらず，人文科学・社会

科学にとって

生と比べては

ことができな

て，一つだけ

中国の歴史

れてきた，あ

，一つの新しい方法を提

るかに小物でしかありま

いのですが，先ほどの濱

お話をさせていただこう

研究の中で，濱下先生が

るいは遅れていたと言え

示しようというお話をい

せんので，とてもそのよ

下先生の官の統治，民の

と思います。

いわれた海洋史，海域史

るでしょう。それはおそ

ただきました。私は濱

うなお話に対応するよ

統治という図式に触発

というものはなかば無

らく近代の中国が大国

下先

うな

され

視さ

であ

りながら一つ

北洋海軍が打

関係があるよ

うものを絶え

ます。

もちろん積

のシーパワーとして世界

ち破られて以降，中国は

うに思います。また，さ

ず外から押し寄せる脅威

極的に海外への進出，例

に伍すことに失敗した，

一貫して十分な海軍力を

らにさかのぼりますと，

としてとらえていたので

えば 世紀の鄭和の大艦

つまり，日清戦争にお

持てなかったというこ

中国の国家自体が，海

はないかという気がい

隊の派遣のようなこと

いて

とと

とい

たし

が行

われた時期も

かった。例え

の問題を地図

書物が書かれ

かにして海の

ようなことで

ありますけれども，国家

ば 世紀の大倭寇の時代

であるとか図であるとか

ております。ところが，

外にある資源を中国が利

はまったくない。むしろ

が直接海洋世界に乗り出

に『籌海図編』という，

，グラフィックな情報を

この『籌海』というもの

用するか，あるいはそこ

倭寇であるとか海賊であ

していくという局面は

海をどうやって籌るか

豊富に取り入れた画期

の実質を見てみますと

に乗り出していくかと

るとか海の脅威に対す

乏し

，こ

的な

，い

いう

る防

衛という方向

それから濱

を書いた書物

からこの書物は書かれて

下先生が触れられました

として，日本にも大きな

おります。

魏源の『海国図志』は，

影響を与えました。つま

世紀の中ごろに海外

り当時の最新の世界情

事情

報を



中国人は広州

また，いかに

う意図の下に

経由で獲得していたとい

中国が，当時は清朝とい

書かれたのではなくて，

うことになります。しか

う国家でありますけれど

むしろアヘン戦争によっ

コメ

し，この書物の成り立

も，外に出ていこうか

てもたらされた非常に

ント

ちも

とい

大き

な衝撃にどう

このような

えられていた

のは実に大胆

詳しくは申し

外移民が出て

対処するかという方向で

官の統治からしてみます

わけであります。ところ

に海に乗り出していった

ませんけれども， 世紀

いく。しかし，国家はほ

書かれているわけであり

と，海というのは非常に

が，逆に民から海を見て

人々ではないでしょうか

，あるいはさらにそれに

とんど無関与であります

ます。

厄介な恐ろしいものと

みますと，中国の民と

。時間もございません

先立つ時代から，続々

し，海外の居留民の保

とら

いう

ので

と海

護も

いたしません

らいかに利益

り組んできた

しかし，そ

た海と民の生

うしたことが

。そのような状況におい

を得るか，あるいはいか

わけであります。

の２つの世界がどうやら

活から見た海がなかなか

おそらく中国の国家と社

ても，民は絶えず海，あ

に生存の道をそこに見出

中国ではうまく繋がらな

交差しないということを

会との関係の一端を示す

るいは海の外にあるも

すかということに大胆

い，つまり官の統治か

感じるわけであります

ものではないでしょう

のか

に取

ら見

。こ

か。

そういう意味

ものは，中国

感じました。

で，本日，濱下先生がそ

の国家と社会を理解する

以上でございます。

の構想の一端を語ってく

上で一つの大きな手掛か

ださいました海域史と

りを与えるものであろ

いう

うと



３ 「東方学の再構築」

東方のサイエンスの復権

人文科学研究所教授 武田時昌

司会 あ

したが，

したいと

武田さ

部の電子

りがとうございました。

もう１つだけ本研究所教

思います。

んは，本研究所では多少

工学科を卒業された後，

だいぶ濃密な話が続いて，

授の武田時昌さんのお話

変わった経歴の持ち主で

方向転換されまして，同じ

いささかくたびれてまい

を伺って，その後少しお休

ございまして，京都大学の

く文学部の中国哲学史学

りま

みを

工学

科に

学士入学

す。特に

自然哲学

少し前

うものが

物ですけ

されて，以後，中国の思

数学とか天文，暦法，医

などを，中国における科

になりますけれども，翻

ありまして，現代の中国

れども，こういったもの

想，科学史といったような

学の中の科学理論とか，占

学思想として研究なさって

訳書として出されました

人が易の数理論に関連づけ

を翻訳をされておられま

ものを専門に研究されて

いに使う易，それから老

おられます。

『易のニューサイエンス』

て科学論を展開したとい

す。きょうの話もそれとい

いま

子の

とい

う書

ささ

か関連す

また，

論の試み

それで

武田 私は，

ることがあると伺ってい

現在，人文研に新しく発

」という共同研究を主宰

は，武田さん，お願いい

中国科学を哲学，宗教や

ます。

足いたしました漢字情報研

されておられます。

たします。

占

究センターで「漢字情報基礎

いとの境界領

中国科学史研

学技術の発展

いて，藪内清

士を中心とし

これからはそ

域で研究している者です

究は，これまでにおいて

史，あるいはその特色に

，ジョセフ・ニーダム両

て，その輪郭づけがなさ

ういった研究を土台にし

が，

科

つ

博

れ，

て，

例えば科学理

を探るとか，

社会や人々に

れて，どのよ

のかというこ

まり，科学技

論の構造とその思想的背

あるいは自然探究の学問

どのような形で受け入れ

うな役割を果たしていっ

とを考察する，応用問題

術史研究から科学思想史

景

が

ら

た

を解く段階に差しかかっ

，社会史，あるいは東ア

ているんだと思います

ジア科学論みたいな形

。つ

の流

れにあります

最近，とあ

をダイレクト

。

る集まりで，研究アプロ

に読んで綿密に検討する

ーチはそのように多様に

という基礎作業が疎かに

なってきている反面，

なっていることを話し

原典

合っ



たばかりなの

国科学史研究

東洋の復権の

で，そういう弊害につい

の問題点をあれこれと言

動向があったことを話題

ても少し強調したいんで

い立てても仕方がないの

として紹介しながら，東

東方のサイエンスの復権（武

すけれども，今日ここ

で， 世紀の後半にお

方世界の科学文化，生

田）

で中

いて，

きる

知恵としての

まますると対

学と宗教，哲

います。

世界科学史

どの文明より

サイエンスの存在意義と

立的に取られてしまいが

学といったものについて

という大きな視点で見て

も進んでいたように思い

その可能性，あるいは目

ちな伝統科学と近代科学

，学問的な融和を試みる

，中国の科学というのは

ます。そうした中国科学

指すべき方向性を提言

，あるいは古代と近代

必要性を訴えてみたい

ある時点まで，確かに

の先進性を，近代科学

し，

，科

と思

他の

の世

界制覇に酔い

士の著した『

書き著された

テーターの吾

の間，シリー

でも，実はそ

しれる欧米の人々に知ら

中国の科学と文明』だと

のは 年ですが，実は

妻さんも同じ生れ年では

ズ化されて十何冊にも及

のプロジェクトはまだ続

しめたのは，言うまでも

思います。『中国の科学

その年は私の生まれた年

ないかと思うんですけれ

ぶ本が出て，ニーダム博

行中で，刊行の途中に

なくジョセフ・ニーダ

と文明』の最初の第１

で，ひょっとしたらコ

ども，それから半世紀

士が亡くなられた後の

あります。『中国の科学

ム博

冊が

メン

ほど

現在

と文

明』は，他に

ぜ中国で科学

提示しました

な模範解答を

大著によって

欧米の人々に

類を見ない壮大なスケー

革命が起こらなかったの

。今に至るまでの科学史

作成するところにあった

，中国にはもう一つの，

認識させるきかっけにな

ルで，中国の科学文明を

か」というニーダムクエ

の研究の課題は，そのニ

と言うことができるほど

オルタナティブな科学文

りました。

西洋と比較し，そして

スチョンと呼ばれる命

ーダムクエスチョンに

であると思いますが，

明があった，というこ

「な

題を

様々

この

とを

そのニーダ

年前半に

神話というも

動が起きた，

は，原始共同

文化の復権の

ムの著書が非常によく広

かけてだと思います。

のが崩壊し，機械文明に

いわゆるカウンターカル

体への回帰をめざして，

端緒となりました。

く読まれるようになっ

年代の後半というのは

対する懐疑が非常に強ま

チャーの時代です。ドロ

東洋の神秘思想，精神世

たのは， 年代後半

，ご存じの通り近代科

って，非西洋，反近代

ップアウトしたヒッピ

界に強い関心を示し，

から

学の

の運

ー達

東洋

彼らの反体

実の社会の中

ないといけな

とか，価値観

のは，人々の

に思うんです

制的な平和運動というも

でどれほど大きな変革に

い部分があるんですけれ

を相対化してものを考え

生き方，考え方，ものの

。それは実に大きなター

の，あるいはエコロジー

結び付いていったかと言

ども，例えば弱者の立場

るという形でのパラダイ

見方を変化させる，非常

ニングポイントだったよ

の主張みたいなものが

うと，それは少し考え

から強者の論理を転覆

ムシフト，意識変革と

に大きな影響を与えた

うに思います。

，現

てみ

する

いう

よう

年ぐら

的に自然科学

ークな発想で

いになりますと，ラブア

の分野でさまざまな注目

，斬新な仮説を唱えるサ

ンドピース世代に支持さ

すべき学問的な成果をあ

イエンティストの中には

れた新しい考え方は，

げ始めました。極めて

，東洋に強い関心を持

実際

ユニ

つ者



３ 「東方学の再

が数多く含ま

等々の，先端

探そうとして

構築」

れておりました。それも

科学の分野であったので

，東洋に熱い眼差しを向

量子力学とか大脳生理

すが，近代科学を超える

けたのです。ニーダムの

学，生命科学，実験心

ために新しいコンセプ

著作や禅を紹介した鈴

理学

トを

木大

拙の著作など

洋思想のアイ

例えば素粒子

極図における

そうした発

素還元主義に

に知的な刺激を感じて，

デアをアナロジーとして

の動きをインドのシバ神

陰陽の相補性に極めて近

想の転換によって，近代

痛烈な批判を浴びせ，物

老荘思想であるとか易，

，新しい理論仮説を解き

のコズミックダンスにな

似しているところがある

科学の学問的な方法論で

質世界だけではなく精神

禅，インドのヨガ等々

明かそうとしたわけで

ぞらえたり，その性質

とか，そういった具合

あった機械論的自然観

世界にも少し科学研究

の東

す。

は太

です。

，要

の枠

を広げて，ビ

ピーに至る，

欧米の新し

も，その著作

らで， 年

思います。そ

ッグバン宇宙論，地球と

非常に広範囲な領域にお

い科学運動，ニューエイ

や学説が日本に紹介され

に筑波で国際シンポジウ

れがいわゆるニューサイ

生命の起源から意識や深

いて，総合包括的な科学

ジ・サイエンス・ムーブ

るようになったのは，

ムが行われたのが，その

エンスブームです。

層心理の解明，サイコ

論を展開したわけです

メントというんですけ

年よりも少し前ぐら

一番の最盛期だったよ

セラ

。

れど

いか

うに

先端科学の

て真摯なもの

スブームとい

まった感があ

ーエラーがあ

本日は，そ

サイエンティストたちが

であり，注目すべきだっ

うのは，学問的評価のあ

ります。その理由として

ったように思います。

れを東洋医学について具

東洋思想に傾倒している

たと思うんですけれども

まり伴わない，低空での

，東方の思想や文化に対

体的に少しお話しようか

というのは，学問的に

，日本でのニューサイ

打ち上げ花火に終わっ

する非常に大きなカテ

なと思うんですけれど

極め

エン

てし

ゴリ

も，

欧米のサイエ

非西洋的なも

こういう形の

ル心理学や心

ました。また

というものに

ンティスト達は，ヨガと

のを見出して，瞑想の効

脳波の変化があるんだと

理療法の新しい学問方法

，「気」という概念に非

スポットライトを当てま

か禅とかの直接体験にお

能といったものを，例え

いうようなことを検証し

論を打ち立てて，臨床の

常に強い関心を示して，

した。

ける修行体系というも

ば実験科学的に確かめ

，そしてトランスパー

セラピーに応用しよう

気の医学としての針灸

のに

て，

ソナ

とし

医学

ニューサイ

分化し，分割

像を把握しよ

科学レベルで

のを考えてみ

ない，つまり

エンスの学問観の根幹と

可能な要素にできるだけ

うしたのですが，遺伝子

議論できるようになって

ますと，分化した部分を

部分の総和が全体になら

なる考え方なんですけれ

細かく分けて，それを徹

の構造なんかが分かって

くると，新しい局面を迎

すべて寄せ集めても，機

ないこと，部分の中に全

ども，近代科学は物質

底的に調べることで，

きて，生命自体が具体

えました。生命体とい

械のように全体が再現

体性があるという隠さ

を細

全体

的に

うも

でき

れた

秩序が見逃さ

きな問題とし

ところが，

れているということに気

て浮上してきたのです。

鍼灸医学の診断法や治療

が付いて，それをいかに

法には，全体包括的な考

解明するかということ

え方，部分において全

が大

体性



を把握する方

診ることによ

あらゆる情報

式が確かにあります。例

って，身体的な異常が判

が内在する，これは量子

えば耳，手足にあるツボ

断でき，治療が施せる，

力学や大脳生理学で盛ん

東方のサイエンスの復権（武

や脈のというのは，そ

つまりその部位には全

に議論していた部分の

田）

れを

身の

全体

性である。そ

ホログラフィ

すると，そ

ていた鍼灸師

一部の人です

気もたちまち

ういうのを前提に中国医

ックな医療方式が大いに

れまで骨折とか手術後の

達がにわかに活気づきま

が，東洋伝統医学の驚異

直せる，エイズでもがん

学は診断を行い，治療を

注目を集めたわけです。

リハビリの補助者として

した。それで何を主張し

の気のパワーだとか，手

でも何でももう怖くない

行ってきたということ

，病院の片隅に追いや

たのかというと，もち

をかざしただけでどん

ぞ，これさえ飲めば治

で，

られ

ろん

な病

ると

かいう特効薬

宗教のキャッ

めたのです。

つまりニュ

超常現象とい

スコミに大い

を売り出したりして，そ

チフレーズでもあるかの

ーサイエンスの日本での

ったものを解明する科学

にもてはやされてしまっ

ういうマジカルヒーラー

ような，奇蹟と神秘を気

取り上げられた方という

，オカルトのサイエンス

たわけですね。でも，東

的な，まるで怪しげな

の医学というものを語

のは，精神世界の神秘

としてであって，だか

洋医学の復権という立

新興

り始

とか

らマ

場で，

その本質的な

かったんじゃ

現代医学と

伝染病という

たと思うんで

とができない

ものをよくよく考えてみ

ないかと思います。

いうのは，確かにコレラ

ものを克服してきました

すけれども，その現代医

難病，奇病を，鍼灸医学

れば，それはまったく逆

とかペストとかの，大量

。古代人から見れば，そ

学が手も足も出ないよう

が引き受けようとするな

の方向で考えないとい

に人を死に追いやる恐

れはまさに奇蹟の医学

な，病因すら探り当て

らば，それはたまった

けな

怖の

だっ

るこ

もの

ではありませ

ですが，一人

ころが，日々

て実に悩まし

に別状がある

してくれない

ん。現代医学は重病患者

の人間の人生を考えれば

の暮らしの中で，身体的

いものです。しかしなが

わけでなければ，自律神

し，検査の数値が正常値

を救うためのすぐれた医

，そんな大病を患うのは

な違和感やストレス性の

ら，良心的な，金儲けに

経失調症，虚弱体質と命

の範囲に入っていて，異

療器械と技術を開発し

一回か二回なはずです

倦怠感は，日常的に存

走っていない医者ほど

名するだけであまり相

常な部位が見つからな

たの

。と

在し

，命

手に

けれ

ば，薬一つも

ところが，

ことについて

そういう意味

から，それに

ころにあった

らえないで帰されてしま

伝統医学というのは，日

，非常にさまざまな知恵

で伝統医学の本質的なタ

遭遇する前に，いかに健

ように思うんですね。で

うということがあるわけ

々いかに健康を保ちなが

を集めて工夫を凝してき

ーゲットというのは，死

やかに末永く楽しみなが

すから現代医学では取り

ですね。

ら長生きしていくかと

たところがあるわけで

に至る病は治しようが

ら生きていけるかとい

扱おうとしない，虚労

いう

す。

ない

うと

状態

からの脱却，

にならずに日

です。現代医

体質改善にいろいろな処

常的な健康を保ち，長寿

学にない文化的な広がり

方を案出し，また養生と

を達成しようとすること

を，そこに保有している

いう考え方を重視し，

に，知恵をしぼってき

ように思われます。

病気

たの



３ 「東方学の再

医学という

るわけではあ

ではなくて，

構築」

ものが進歩しても，健康

りません。もしそれを実

いかに生きるかという哲

とか長寿のサイエンスと

現させようとするならば

学，人生観，あるいは処

いうのがそのままで成

，それは医薬学の知識

世術であるとか，幸福

立す

だけ

を感

じさせるもの

あるでしょう

や養生思想に

そのことを

秘訣とかがあ

は，その時代

，文学，趣味，娯楽とか

。そうした生きる知恵と

発揮された古代人の叡智

もう少し掘り下げて考え

るわけではないわけです

の医学知識によって理屈

スポーツとか，様々な分

してのサイエンスを希求

に大いに学ぶべきものが

てみますと，長生きする

よね。健康を維持するた

付けの表現は変わります

野の知恵を結集する必

するのであれば，伝統

あるように思われます

のにこれといった秘薬

めの養生の在り方とい

が，今も昔もそれほど

要が

医学

。

とか

うの

変わ

っているわけ

の知恵を綿々

よりよいもの

学問研究と

も，誰がいつ

してしまうん

ではないわけです。伝統

と語り継いできたように

を，先陣を切って争うの

いうのは，常に新しい発

発見し，それで何がわか

ですけれども，実際的に

社会の人々は，そうした

思います。それは，現代

とは対照的です。

見，発明に躍起になって

ってどのように新しくな

そういう差異ばっかり見

時を超えて変わらない

科学が，既存のものよ

しまいます。科学史研

ったのかに，ついつい

つめていると，ずっと

養生

りも

究で

注目

伝え

てきた大切な

だと思います

てしまうんで

ろのもの，変

ですね。哲学

語が定着する

ものを見逃してしまうの

。どんな変革，変容があ

すけれども，大事なのは

わらず親しまれているも

と科学だって，今はまっ

前は，いずれも「理学」

です。同じことは歴史や

ったのかという時代的な

，ひょっとしたら昔のま

のがとても価値のあるも

たく違うものに考えられ

という訳語が存在したよ

文学の研究でもいえる

推移，変遷ばかりに着

までありつづけている

のであるかもしれない

ていますけれども，そ

うに，本質的に共通の

こと

目し

とこ

わけ

の訳

部分

もあるわけで

分を取っ払う

向けていくよ

そうしたと

確かにそれは

イスラムのス

す。東方学の再構築を目

とともに，考察対象も差

うな方向性があってもい

きに，欧米のニューサイ

神秘思想と言っても，禅

ーフィーズムまで全部一

指そうとする一つの指針

異ばかりではなくて，共

いんじゃないかなと思い

エンスの人々の見ていた

であり，タオイズムであ

緒くたにしているから，

として，これまでの学

通の部分を探ることに

ます。

東洋というものを見る

り，インドのヨガであ

我々にとってみれば，

問区

目を

と，

り，

それ

ぞれは異質な

扇子，漢字に

る東洋ではな

とってみると

に何か素晴ら

も，それは我

ものとして映るわけです

至るまで，共通した東方

く，我々にとってみたら

，それはやっぱり１つの

しいものがあるという幻

々がヨーロッパを見ると

よね。空手，相撲，柔道

なるものを見いだしてい

異なる日常性を持ったも

東洋である。そういう意

想が生んだ，幻想の中の

きに，イギリスもフラン

，弓道，剣道から生け

ます。それは実際に存

のです。ところが，彼

味では，東方の神秘な

東洋であるわけですけ

スもドイツも区別なく

花，

在す

らに

国々

れど

憧れ

の西洋として

と言えなくは

立場を取るこ

見るのと対称的です。憧

ないのです。幻想の東洋

とによって初めて共通性

憬の西洋だから，近代化

，憧憬の西洋，そこに見

とか，古今にずっと伝え

を実現させることがで

いだされる何か，そう

られてるものを見つめ

きた

いう

るこ



とができる，

うものには，

今，幻想の

そうした見地においてニ

非常に意義深いものがあ

東洋みたいなことを言い

ューサイエンティストた

ったように思うわけです

ましたけれども，幻想を

東方のサイエンスの復権（武

ちの唱えた東洋の復権

。

生じさせるためには，

田）

とい

やは

りそれを生じ

って，学問を

料ですが，澁

登場するんで

るように思い

はなくて，非

させる何かがあるわけで

推進させる好奇心と想像

澤龍彦の『幻想博物誌』

すけれども，ニーダム説

ます。実はニーダムの著

常に実証的な部分がある

すね。憧れと幻想という

力の源であるように思わ

に収められた「スキタイ

に対する彼の手短な講評

書はスケールの大きな東

，ということを澁澤龍彦

のは，学問の裏表に常

れます。今日，用意し

の羊」にニーダムの名

というのは実に的を射

西比較論を主張しただ

は鋭く指摘してるんで

にあ

た資

前が

てい

けで

すけ

れども，それ

前の中国と日

いるからに違

示唆的な気が

き方向性は，

事は，陰陽，

は，数学，天文暦学，医

本の科学史研究の実証的

いないわけですね。渋澤

するのですが，我々の東

西と東の科学文化の相互

左右のバランスにある，

学，技術史等の自然科学

な研究がベースになって

龍彦の書名に「幻想」の

方のサイエンスの１つの

作用を促進させるもので

という易の思想に依拠す

の個別の分野における

いて，その精華を集約

二字が冠せられている

あり方，あるいは目指

あるべきだと思います

れば，東方のサイエン

，戦

して

のも

すべ

。物

スを

復活させ，そ

クスルーを起

か。資料を読

いた明治の初

とともに，旧

関しては，ま

の相補的な作用を発揮さ

こさせ，西にも東にも過

み上げる時間がなかった

期においては，近代科学

態依然とした漢学者も厳

ったく状況は変わりまし

せることで，西のサイエ

不足のない発展がもたら

んですけれども，哲学が

を阻害するものとして，

しい批判にさらされまし

たよね。ニューサイエン

ンスに新たな着想のブ

されるのではないでし

科学と同じ言葉でいわ

漢字の廃止論が唱えら

た。しかし，今は旧漢

スの流行った 年代

レー

ょう

れて

れる

字に

とい

うのは，今か

トの普及によ

学問のツール

きたわけです

す。パソコン

は，僕は中国

ら思えば，同時にパソコ

ってさらに拍車がかかり

として急成長しました。

けれども，コンピュータ

の階層構造とか，あるい

文献学をやる上で非常に

ン革命が進行していて，

，ワープロ機能搭載のパ

そして，漢字はずっと制

世界で７万字以上の漢字

はインターネット上での

マッチするところがある

年代にはインター

ソコンが紙とペンに替

限される方向で虐げら

が一挙に復活を遂げた

知のクロスの仕方とい

と思います。ですから

ネッ

わる

れて

ので

うの

，前

近代的な旧弊

リティーの世

表を終えたい

の代表格と駁された漢学

界で漢字とともに見事に

と思います。（拍手）

コ

者もパソコンを自在に使

復活してはどうでしょう

メ ン ト

いこなし，バーチャル

かと，最後に言い置い

関西大学教授

リア

て発

司会 どうもありがとうございました。

吾妻重二



３ 「東方学の再

それで

吾妻 吾妻で

構築」

は，コメントを関西大学

ございます。今，武田さ

文学部教授の吾妻重二さん

んは科学史研究のプロと

にお願いしたいと思います

しての立場から発表を

。

なさ

いました。欧

すが，私自身

の研究を中心

私の能力では

しかし武田

って，そこに

米の科学論の展開を踏ま

は科学史の研究をしてい

にして考えていますので

できない，正面から論じ

さんは，単なる科学史や

は思想史や文化史といっ

えつつ，非常に大きな視

るわけではありません。

，武田さんのご発表に正

る立場にないとまず申し

技術史の展開を追うとい

たものの展開もあわせて

野を持って述べられた

中国の思想史，それを

面からコメントするこ

上げなければなりませ

う研究だけでは不十分

見ていく必要があるい

ので

儒教

とは，

ん。

であ

う趣

旨のことをお

かと思います

私の研究し

研究の面から

て話をします

これは皆さん

っしゃいましたので，そ

。

ていることに無理やりひ

科学史を見るとどうなる

と，たとえばこれまでは

ご存じの通りです。しか

ういう点では私のやって

っつけて話をさせていた

か，ということなんです

道教と科学との関係が盛

し，これは最近感じてい

いることと接点が生ま

だきたいのですが，思

ね。中国の科学史に限

んに論じられてきまし

ることなのですが，儒

れる

想史

定し

た。

教と

科学との関係

こういうふ

方が多いので

認識だろうと

おいても中国

福沢諭吉の

はどうなのかということ

うに申し上げますと，こ

はないでしょうか。それ

思います。朱子学と科学

においてもそうであった

有名な言葉に「陰陽五行

が一つあると思います。

の二つは相容れないもの

が明治以降，近代的学問

は相容れないものである

ろうと思います。

の惑溺を払わざれば窮理

じゃないかとお考えに

が始まって以来の一般

という認識，それは日

の道に入る可らかず」

なる

的な

本に

（『文

明論之概略』）

沢が近代科学

のであります

ろに近代的学

います。

しかし，必

というのがあります。

の意味で朱子学の「窮理

が，それは置くとしまし

問が成立するというこの

ずしもそうではないので

この「窮理」は近代科学

」という言葉を使ってい

て，儒教なり朱子学なり

ような認識が日本，中国

はないかという感じを私

の意味であって，ここ

るのは非常に面白い事

の知の体系を否定した

を通じて定着している

は持っています。この

で福

例な

とこ

と思

点に

ついて初めて

ムさんは『中

持つ理気論，

ているのです

子学が科学の

さんはそこま

見直しを行なったのは，

国の科学と文明』の中で

自然哲学が中国の科学技

。しかし，この予想を，

発展に寄与したという事

では調べていないと思い

たぶんニーダムさんでは

，朱子の自然哲学を高く

術の発展に寄与したので

ニーダムさんは十分には

例を見つけてこないとい

ます。

ないかと思います。ニ

評価しています。朱子

はないかという予想を

実証していない。実際

けないのですが，ニー

ーダ

学の

述べ

に朱

ダム

ところが，

『授時暦の道』

っておられる

これを受けて山田慶兒

という本の中で朱子の

んですね。『授時暦の道

先生がそれをなさった。

自然学について詳しい研

』の中で，授時暦は非常

『朱子の自然学』さら

究をして，面白いこと

に新しい，画期的な暦

には

を言

であ



ると。これは

たが，決して

できたのは朱

どうしてできたかという

そうではない。イスラム

子学の理念が背後にあっ

と，イスラム暦の影響で

暦の影響は限定的なもの

たからだ，というんです

東方のサイエンスの復権（武

あるというのが旧説で

であって，画期的なも

ね。たいへん大胆な解

田）

あっ

のが

釈だ

と思いますが

んいたことは

こういった

うんですね。

を広げてみま

すことができ

，しかし実際，授時暦を

事実でありまして，それ

科学技術と朱子学の関係

科学技術だけではなくて

すと，朱子学と実証的学

るように思います。

作った科学者，技術者た

は山田先生が証明された

というのは，調べていく

，実証的な学問，実証的

芸との関係というものは

ちの中に朱子学者がた

通りであります。

と，いろいろ出てくる

学芸というところまで

，さまざまなところに

くさ

と思

範囲

見出

いろいろな

と，武田さん

いましたが，

ちの場合を見

「格物窮理の学

ありまして，

事例が考えられますが，

もかつては科学と哲学は

なるほどその通りであり

てみると，そのことがよ

」と訳しています。フ

この中にはロジカ（論理

１つの例だけをごく簡単

一緒になっていて，言葉

まして，明末清初に中国

くわかります。イエズ

ィロソフィアというのは

学），フィジカ（自然学

に挙げさせていただき

も同じであったとおっ

で活躍したイエズス会

ス会士はフィロソフィ

当時は一種の総合的学

もしくは物理学），メタ

ます

しゃ

士た

アを

芸で

フィ

ジカ（形而上

カ（倫理学），

ます。

つまり西洋

なぜそんなこ

共通性，親和

学もしくは存在論），マ

これらが全部含まれて

の科学的知見というのを

とになったかというと，

性というものがあったか

ティマティカ（数学もし

いて，これを総称して

朱子学の格物窮理の枠内

言うまでもなく朱子学と

らです。このような訳語

くは幾何学），それから

「格物窮理の学」と訳し

でとらえていたわけで

当時の科学との間に一

が選び取られたのは決

エチ

てい

す。

種の

して

恣意的なもの

学，あるいは

という言葉で

近代になっ

を取り入れる

が用いられた

ではなかったのです。私

科学技術一般というもの

呼んでいます。

て，中国が西洋の近代科

という時になって，近代

ことは周知の通りであり

も今調べているところな

も，彼らは「格物窮理」

学，これは非常に専門化

科学，サイエンスの訳語

ます。これは偶然では

のですが，論理学とか

とか「格物致知」，「格

した近代科学ですが，

として「格知」という

ないのであって，なぜ

自然

知」

それ

言葉

「格

知」という言

中に実際にた

こういうふ

儒教もかかわ

ですね。朱子

歴史的役割と

葉が用いられたのかとい

どることは可能であろう

うに見てきますと，中国

ってきたのではないかと

の知の体系というのは非

いうものは，あえて正直

う理由，その道筋を，朱

と私は考えています。

の科学の発展には道教が

いうことを，もう一度考

常に巨大なものでありま

な感想を言いますと，ま

子以降の思想史や科学

当然かかわっています

え直す必要があると思

して，朱子学の中身と

だ十分には解明されて

史の

が，

うの

その

いな

いように思わ

た体系には研

私自身の関

れます。朱子学の研究に

究する余地がまだまだ残

心に引きつけて，武田さ

は何百年という蓄積があ

っていると考えているの

んの発表にコメントをさ

りますが，朱子の考え

です。

せていただきました。

てい

以上



３ 「東方学の再

です。

司会 ど

構築」

うもありがとうございました。



総合討論

司会 先

です。こ

に申し訳

間を割け

させてい

ほど，ちょっと休憩をす

この会場は実は４時まで

ないのですが，第３回目

ないのは非常に残念でご

ただきたいと思います。

ると申し上げたんですけれ

でございまして，あと

のまとめのシンポジウム

ざいますので，今しばら

ども，見通しが甘かった

分しかございません。そこ

でもありますし，総合討論

くご辛抱願って，このまま

よう

で誠

に時

続け

本日は

は教育の

いう，こ

そして今

というこ

ので，会

４人のパネラーの方々の

問題，それから金さんは

れまでの歴史の視点を少

の武田さんの話とあった

ととの関連において，そ

場のほうからご意見を承

ご発表があったわけです

文献と芸能とを結ぶ線の

し変えたらどういうふうに

わけですけれども，本題

れぞれのご発表に対するご

りたいと思います。どう

けれども，愛宕さんのほう

問題，濱下さんからは海域

世界が見えてくるかとい

であります「東方学の再構

質問でもご意見でも結構

ぞご自由に手を挙げて，最

から

史と

う話，

築」

です

初に

お名前と

でしょう

冨谷 人文科

愛宕先生のご

いと思います

，もしご所属があればご

か。

学研究所の冨谷と申しま

研究について発言いたし

。実は私，数年前，もう

所属をおっしゃっていた

す。

た

だきたいと思いますが，いかが

年になります

部におり，一

また，京都大

は文学部と法

ども，法学部

れは専門教育

けれども，大阪大学の教

般教養を担当していまし

学に移ってきまして，現

学部で教えておりますけ

の学生に対しましては，

および大学院教育でも同

養

た。

在

れ

こ

じ

である。教養

のなんですね

そこで愛宕

いかという問

えるかもしれ

ります。そこ

教育に毛の生えたような

。

先生がおっしゃったこと

題がありました。ご承知

ませんけれども，今日，

での教育というものが，

も

の１つにレベルの問題，

のように，特にこれは京

６年制一貫教育の私学進

例えば歴史においても，

レベルを落とすか落と

大と東大に偏った現象

学校出身者が大変増え

中学校のときでもう世

さな

と言

てお

界史

を学ばないの

ると言います

医学部と工学

だと。ないしはそういう

か，そういう形が多いと

部とそして法学部にその

ことは必要なくなってい

，実際私も経験しており

率が多いと思いますけれ

るという人たちが増え

ます。特に学生の中で

ども，つまり中学レベ

てい

は，

ルで



３ 「東方学の再

止まっている

そういたし

なければなら

構築」

。それが京大の学生に徐

ますと，京都大学である

ないのではないかという

々に増えつつある現象だ

がゆえに，逆に中学程度

，こういう皮肉な現象が

とも言えると思います

までレベルを下げて教

起こっているのではな

。

育し

いか。

私は悩み，か

愛宕 その点

うまいこと初

史学の本当の

せんわね。だ

つ解決の手段がないので

は私は割と楽観的なんで

等的な歴史学を履修し終

面白さというのは，要す

から，大学に入ってきて

すけれども，愛宕先生は

すよね。つまり中学校，

わって，そのまま大学に

るに中学校，高等学校の

，私のイメージは旧制の

どう思われますでしょ

高等学校一貫制で，早

上がってくる。それで

教科書からはまず得ら

高等学校のイメージな

うか。

めに

も歴

れま

んで

すよね。私が

としてはああ

ーになります

は与えてやる

はもう駄目で

らくそういう

自分自身そういうものを

いう形で，本当の意味で

けれども，別な意味での

ことができるんじゃない

すけれどもね。残りの１

こちらの意図が伝ってい

経験したことがないわけ

の，本当の意味かどうか

，あるいはまた歴史学の

かという気はしておりま

割５分，場合によっては

るんではなかろうかなと

であって，ただ，イメ

は，これはちょっとオ

それなりの面白さとい

す。事実，８割５分の

１割ぐらいの学生は，

いう気はしております

ージ

ーバ

うの

学生

おそ

。少

なくとも京大

冨谷 どうも

司会 ほ

の学生に関しては。

ありがとうございました

かになにかございません

。

でしょうか。どうぞ。最初にお名前をお願いいたします。

内山 内山と

ついてよろし

継母と継子と

けれども，も

というのに，

を陥れ，正妻

申します。愛知大学です

いでしょうか。金さんの

の間に性的関係があった

ちろん金さんはご存じだ

楚の春申君という人物の

については，正妻が妾を

。金さんと，それから武

先ほどのお話の中で，中

と言い立てるというモチ

と思いますけれども，古

話がありまして，春申君

殺そうとしたと言い，息

田さん，吾妻さん，２

国の継子いじめ説話で

ーフが少ないと伺いま

く『韓非子』の姦劫弑

の妾が春申君の正妻と

子については，息子が

つに

は，

した

臣篇

息子

妾を

犯そうとした

という話があ

りませんけれ

別のことです

それから武

おっしゃいま

と言う。春申君はそれを

るのはご存じかと思いま

ども，そのモチーフにつ

けれども，小さいことで

田さんと吾妻さんは同じ

したが，古代ギリシャで

真に受けて正妻を離縁し

すが，あるいはこの話も

ながるものがあるんじゃ

すけれども，申し上げた

ですけれども，吾妻さん

はフィロソフィアは自然

，息子を追い出してし

，継子，継母の関係じ

ないかと思いますので

いと思います。

がフィロソフィーのこ

学をも含む，その通り

まう

ゃあ

。個

とを

だと

思います。た

自然科学，あ

たが，中国で

だ，西欧ではこれは次第

るいは政治学，経済学と

はそういうことがなかっ

に分化して，一方で哲学

次第に学問体系を整えて

た，あるいは少なかった

が樹立する。さらに自

いくということがあり

ということ。そういう

然学，

まし

こと



が１つの大き

そこと関係

に，科学，あ

な問題になるかと思いま

して，武田さん，吾妻さ

るいは科学的な思惟を生

す。

んのお話で感じましたの

み出す力があったという

総合

は，道教なり儒教なり

ことはわかりましたけ

討論

の中

れど

も，同時にそ

ニーダム氏が

それはいかが

第です。

武田 ニーダ

れを阻害する，あるいは

問題にしているのも，１

でしょうか。この２つに

ムは確かに，なぜ中国で

停滞させる要素があった

つはそこじゃないかと，

ついて，意見と言うか質

は科学革命が起こらなか

んじゃないかと思いま

私，素人ですが思いま

問と言うか，申し上げ

ったのかということを

す。

すが，

た次

問題

にするわけで

推進した数学

うのは，学問

ていったかと

もするとどう

て問題になっ

すけれども，近代科学的

や天文学の分野でも大い

的な基盤だけではなくて

いうことも考えないとい

やってつくられたかとい

てくるのは，人々にどう

な研究成果というのは，

にあったわけですね。そ

，科学知識がどういうベ

けないと思うんですね。

うのが問題になるんです

いう形で浸透していくか

中国では実は，科学革

れが広がりを持たない

クトルで人々の中に浸

科学理論というのは，

けれども，実際社会に

ということだと思うの

命を

とい

透し

やや

おい

で，

そのことにつ

学知識の啓蒙

えないかもし

吾妻 近代科

ですから，な

いては実はまだ研究され

や教育の面から見ると，

れません。

学の目から見ると，当然

にか阻害要因があるはず

てないので，大いに研究

必ずしも阻害されるよう

結果として中国は近代科

だという問題設定の仕方

してみたいと思います

な社会状況であったと

学を生み出さなかった

ができると思いますが

。科

は言

わけ

，し

かし，それは

がご専門です

それ以前の時

ではなくて，

学との関係を

問題設定の仕方がちょっ

が，非常に特殊なもので

代，あるいは西洋以外の

これをエスノサイエンス

考えることは可能だと思

とどうかなと思うんです

，科学革命があって生ま

国には科学はなかったの

と呼んだりするんですね

います。

ね。近代科学は，武田

れたものであって，す

かと言うと，必ずしも

。そういうものとして

さん

ると

そう

朱子

司会 金

金 どうもあ

ども，私が申

とかいうもの

うことは別問

さんはよろしいですか。

りがとうございました。

し上げた意味は，日本や

の中にそういうものが少

題でして，歴史書などに

さっきは時間の関係で簡

ヨーロッパと比べて，例

ないということで，実際

はそういう例は非常にた

単に申し上げたんです

えば昔話とか説話とか

に少なかったかどうか

くさんあると思います

けれ

民話

とい

。そ

して，それら

す。たとえば

実はおそらく

のいわゆる歴史事実の背

『韓非子』の春申君の話

そうではない。また，教

景に実は説話的な世界が

などは，一見歴史事実の

訓話のようになっていま

あるのではないかと思

ように語られています

すが，元来は説話では

いま

が，

なか



３ 「東方学の再

ったかと思え

変化していま

ではないかと

構築」

るのです。それが歴史事

す。例えば二十四孝のよ

私は考えております。

実を装った教訓話になっ

うな話の場合も同じで，

たために，話自体の性

説話的世界が背景にあ

格も

るの

内山 もう少

司会 ほ

小南 人文科

しお伺いしたいんですけ

かにどなたか。どうぞ。

学研究所の小南です。金

れども，時間がないでし

さんが説話の原型的なも

ょうから結構です。

のは世界に共通してるとい

うこと，その

れまで神話な

論になって，

洋に共通する

うふうに解し

け論になるん

通りだと思うんですけれ

んかについては伝播論的

なかなか結論がつかない

ということは，いろんな

たらいいかということな

じゃないかと。むしろ１

ども，それをどういうふ

なもの，あるいは独自の

ままにきてるわけですね

点からいわれてるわけで

んですけれども，私はそ

つのルーツになるような

うに解するかについて

発生論的なものが絶え

。中国の説話について

すけれども，それをど

ういう方向でやっても

説話のパターンがある

，こ

ず議

も西

うい

水か

とす

れば，それが

ほうが，より

例えば継子

違いがあって

は踏み殺され

れども，中国

伝播したかどうかは別に

生産的ではないかと思う

いじめの話についても，

，日本の場合は継子とい

て骨になってしまう。そ

の場合は反抗するんです

して，それぞれの文化の

んですけどね。

日本の継子いじめと中国

うのはひたすら弱いもの

の骨が復讐するという話

ね。それからもう１つは

中での現れ方を問題に

の継子いじめは相当大

として描かれて，最終

になることが多いんで

，継母よりも兄嫁がい

する

きな

的に

すけ

じめ

ることが多い

例えば中国に

それに対して

の話でも，継

て，確かに根

会的な背景を

。おそらくこういったの

おける相続と日本におけ

中国の場合は分子相続，

子は一応畑をもらっても

は１つであっても，文化

考えるほうがより生産的

は，１つの原因で説明で

る相続とは違ってて，日

それぞれが権利を持って

，極めて収穫量のない畑

の中での現れ方の違いが

ではないかと，これは私

きるかどうかですけれ

本だと総領が全部相続

いる。だから，継子い

をもらうという形にな

あって，それの現れ方

の研究の方法なんです

ども，

する。

じめ

って

の社

けれ

ども，そう思

金 まったく

同じ話がある

実際には伝播

伝播か発生か

ってます。

同感です。私も別に伝播

と，どういう関係にある

と発生の問題は複雑にか

という問題ではないと思

の問題だけに興味がある

のかなという好奇心が生

らみあっているので，ど

います。そしてきょうの

わけではないんで，た

じるのは自然だと思い

ちらからの考察も必要

私の話は，むしろ小南

だ，

ます。

で，

先生

に近い方向で

というのは

もっとたくさ

お話をしたつもりなんで

，さっきは時間の関係で

ん驚いたことがありまし

す。

２つ驚いたことを申し上

て，その中でも最大の，

げましたが，実はあの

いくつもあるんですが

とき，

，時



間の関係で１

究院の所長が

んは北京大学

つだけ申し上げますけれ

芝居を一緒に見てるとき

を出た人なんですけれど

ども，その学会を主催し

に，これは文化ではない

も，彼の言う文化という

総合

た広西壮族自治区の芸

と言ったんですね。所

のは，現在の共産党が

討論

術研

長さ

認め

る文化，ある

的な，これは

してこの会議

文化が普及

う会議もやっ

で感じること

いはそれ以前の儒教的な

宗教劇なわけですが，こ

はこういうものをなくす

して，こういうものがだ

てるんだということです

ですけれども，中国の知

文化であって，こういう

れは文化ではないとはっ

ためにやってるんだとも

んだんなくなるように，

。これはこの事例だけで

識人の持っている文化観

地方でやっている半分

きりおっしゃいました

おっしゃったんです。

こういう活動をし，こ

はなくて，いろんなと

というものと，私など

迷信

。そ

（笑）

うい

ころ

が持

っている文化

派な文化だと

あまりわかっ

伝統的な文化

きい意味では

きょう私が

観とはそうとうに違うよ

思います。この問題につ

てはいただけませんでし

観の下で，小南先生がお

起こったんだろうと思い

申し上げたかったことは

うで，私はいまビデオで

いては，ずいぶん中国の

た。こういうものは文化

っしゃるような説話の中

ます。

，今後の東洋学にとって

お見せしたようなもの

方と討論しましたけれ

ではないという中国の

国的な変化というのも

，私が考える一番重要

は立

ども，

長い

，大

なこ

とは，これま

分野での事実

お互いの文化

やっていくこ

しれませんけ

う，私が本当

で中国と私個人との間の

の研究というのをやって

観の違いというものをぶ

とも必要で，それが私の

れども，中国のためにも

は言いたかったことはそ

文化観の違いというもの

きたわけですけれども，

つけていくような方向で

ためでもあるし，こうい

なるのではないかと私は

のことであります。

は一応のけといて，個

今後はそういう視点の

の研究も，そういう態

う言い方をすると僣越

考えているわけです。

々の

違い，

度で

かも

きょ

司会 議

石谷 どうも

うの高等教育

んです。それ

論が盛り上がってまいり

ありがとうございました

の教育システム開発セン

で愛宕先生のご発言に関

ましたけれども，ほかに会

。私は元高校教員です。

ターのほうへレギュラー

しまして，ちょっと感じ

場から何か。

石谷と申します。京大

メンバーでいつも行っ

ることがありますので

のほ

てる

，申

し上げたいと

だんだん大

らっしゃるわ

ないというこ

実態は，ここ

えなあかんで

思うんですが。

学は高等学校化してきて

けですから，愛宕先生が

とではっきりおっしゃっ

の元総長の井村先生は，

といつもおっしゃってる

いる。（笑）しかし，京

おっしゃったように，専

てますので，非常に心強

研究大学もいいけれども

んです。私，それを聞い

大は研究大学と銘打っ

門性とレベル，水準を

いと思うんですが，し

，もっと教育を一義的

てまして，今，学校で

てい

下げ

かし，

に考

欠い

ているのは何

代社会にどう

という点，す

かという点から考えます

こたえなければいけない

ばらしいテーマだと思う

と，やっぱりレベルを下

ものかというならば，き

んですが，私は専門性の

げないで，わかりやす

ょうの「東方学の再構

再構築ということが，

く現

築」

今，



３ 「東方学の再

問われてるの

けれども，よ

構築」

とちゃいますかと考えて

ろしくお願いしたいと思

おりますので，大変生意

います。

気なことを申し上げました

愛宕 お答え

も研究大学と

元すべきこと

りません。で

というものが

一手に引き受

になるかどうか分かりま

いうものは表向きは存在

が極めて声高に叫ばれて

すから，その場合には大

非常にうるさくいわれる

けさせられて，他学部か

せんけれども，今は京大

いたしません。（笑）つ

おりまして，少なくとも

学における教育，特に初

。いわゆる教養教育でご

らああでもない，こうで

を含めまして，どこの

まり教育という社会的

格好だけはつけなくて

級の１，２回生相手の

ざいますね。それを我

もない，やいのやいの

大学

に還

はな

教育

々が

言わ

れる，まさに

強調させてい

司会 い

域史とい

新たな歴

そういう状況に，現在，

ただきたいと思います。

ろいろご意見が出ており

うこれまであまり重視さ

史，あるいは歴史の動態

われわれが置かれている

ますけれども，濱下先生の

れてこなかった分野だと

が見えてくるという大変

ということを，あらた

「海域史から見た東方学

思うんですけれども，そこ

面白いお話だと思います。

めて

」，海

から

この

点に関し

伊藤 帝京大

ありまして，

書を読む会な

用の５層構造

て何かご意見ございませ

学の学部生で，伊藤と申

東大はじめいろんな大学

どに参加しています。先

，官と民というお話があ

んか。

します。僕はまだ学部生

の大学院生の方の勉強に

ほどの濱下先生のスライ

りました。官は朝貢，一

ですが，琉球などに興

交ぜてもらって，琉球

ドを拝見しまして，海

番トップにして交易の

味が

古文

域利

よう

なことでまと

が媽祖信仰と

１つだと思い

うふうに感じ

したいと思い

められているのがわかり

いうことでした。そこは

ます。ほかに民のほうで

ておもしろかったんです

ます。

ました。とても印象的だ

よくわかりました。媽祖

も，２番目から下は交易

けれども，このことに関

ったのは，民の一番ト

信仰というのは民間信

に関することなのかな

して先生にもう少しお

ップ

仰の

とい

聞き

濱下 媽祖は

女神になった

媽祖の像を持

像を媽祖廟，

媽祖は理念と

の組織とかい

，福建の 洲というとこ

伝説なんですけれども，

っているわけですね。木

関帝廟に祀っておき，出

しての信仰だけではなく

うことと関係しておりま

ろの民間の女性の海難救

それは移民とか交易に伴

の小さな像です。神戸の

港のときにはそれをまた

，もう少しネットワーク

す。媽祖廟の点在すると

助にまつわる信仰から

って，例えばすべての

場合でも，船が着くと

持って出ていくという

とか媽祖廟を巡る地域

ころをずっと見ていき

海の

船が

媽祖

形で，

社会

ます

と，移民とか

和の遠征のと

う伝説で，や

交易の活動の範囲がわか

きに，三宝公といいます

はり海の守り神がつなが

るわけですね。そして東

けれども，鄭和が海を鎮

っていくわけです。

南アジアへ行きますと

めるために廟を建てた

，鄭

とい



それから移

とは直接関係

ば台湾でも

民に伴って，例えば中国

なくても，沿海地域から

ぐらいの媽祖廟が今で

の四川省にも媽祖像，媽

の移民で媽祖の圏が広が

もありますし，香港だけ

総合

祖廟があります。そこ

っていると言えます。

でも二，三百あります

討論

は海

例え

。沖

縄では菩薩と

で媽祖像を祭

みると，ある

も含めて，媽

置いてみると

いってるわけですけれど

った形跡があります。こ

一つの活動範囲のイメー

祖というものを一番上に

どうなるかと考えてみよ

も，地域によって，日本

のように，海の守り神の

ジが出てくるというとこ

置いてみて，その下に交

うとしているところなん

でも東北地方の下北半

動き方に置き換えて追

ろで，私は沿海社会の

易とか移民とかいう活

です。

島ま

って

問題

動を

司会 そ

ウムを通

れまでの

述べさせ

今回の

うからに

ろそろまとめをしなけれ

してのまとめをするとい

シンポジウムでの議論を

ていただきたいと思いま

テーマは「東方学の再構

は，最初に所長のほうか

ばならない時間になって

うことは，私の能力に負

含めまして，簡単に私なり

す。

築」ということであったわ

らあいさつがありました

まいりました。全体のシン

えるところでありませんが

のまとめというものをこ

けですけれども，再構築

が，その中で継承すべきも

ポジ

，こ

こで

とい

のと

否定すべ

うものが

研究対象

迫られて

具体的

も，これ

きものがあるということ

非常に変わりつつあると

の変化につれて研究方法

いるということになろう

には，この３回のシンポ

までの文献中心の研究方

であるわけですが，主要

いうことがまず第１にあ

も変えていかなければな

かと思います。

ジウムの中でたくさん例が

法ではこれからの研究対

なこととしては，研究対象

ろうかと思います。そして

らない。あるいはその再構

あがってまいりましたけ

象を十分にフォローできな

とい

その

築が

れど

い，

あるいは

る。従っ

な運用が

通して語

そして

いは研究

そういったものだけでは

て，現地調査とかのフィ

必要になってきていると

られてきたことではなか

こうした研究対象，ある

に対する興味を持つ人間

カバーできないものが研

ールドワーク的なものと，

いうことが，この３回のシ

ろうかと思います。

いは研究方法の再構築と

をどういうふうに再生産

究対象にどんどん加わって

文献研究の適度な相互補

ンポジウムの中でおおよ

同時に，研究者そのもの，

していくかという教育の問

きて

完的

そ共

ある

題が

非常に重

現在，

我々が日

の東方学

きている

うと具合

ア全体の

要だろうと思うわけです

社会が全般的に古典的な

々身にしみて感じている

，あるいは中国学といわ

と思います。特に若い人

が悪いかもしれませんけ

古典に対する教養，ある

。

教養というものに対して

ところであるわけですけ

れるものが持っていた優位

の古典に関する教養，ある

れども，そういったもの

いはシンパシーというもの

重きを置かないということ

れども，その結果，今まで

性というものが非常に薄

いはこれを漢文と言って

も含めた中国，あるいは東

が非常に希薄になってき

は，

日本

れて

しま

アジ

てい

ます。

そういたしますと，今まで漢文とか，あるいは日常の生活の中で得ていた基礎的な知識



３ 「東方学の再

が非常に

ど変わり

えます。

構築」

少なくなってきているわ

がなくなってきているの

したがって，はっきり言

けで，今や欧米の中国研究

ではないか。そういう段階

って欧米型の教育システ

者とスタートラインでほ

まで来ているように私に

ムというものを取り入れる

とん

は思

，あ

るいはそ

の中で日

けなくな

以前は

せるとい

って，日

れに対抗し得るような新

本の東方学の研究者が，

っていくんではないかと

アメリカの中国研究者は

う状況でありましたけれ

本語はもちろんしゃべれ

たな教育の方法を構築し

欧米，あるいは中国本土の

思います。

ほとんど日本に来て，日

ども，最近では日本には

ませんし，日本語の文献も

ていかないと，これからの

研究者と対等に渡り合っ

本の文献が読めて，日本語

来ない。全部中国に行って

読めないという欧米の研

世界

てい

が話

しま

究者

が大変増

向が非常

このよ

あるいは

えば中，

であるよ

えております。それは研

に顕著になってきている

うな状況認識のもとで，

教育していくかというこ

高での古典教育の問題ま

うに思います。

究所に来る研究員なんか

ように私自身は思います。

これから中国研究者をどう

と，これは教養教育の段

でさかのぼって，社会全体

の数を見ても，最近そうい

いうふうに再生産してい

階までさかのぼって，さら

で考えていく必要がある

う傾

くか，

に言

問題

大変雑

紀の新し

というふ

それで

駁なまとめでありますけ

い東方学を目指して，我

うに自覚を新たにいたし

は，最後に所長のほうか

れども，３回のシンポジ

々，一丸となって努力して

ました。

ら一言ごあいさつをお願い

ウムを通して，これからの

いく必要があるのではな

します。

世

いか



閉会の辞

阪上 本日は

内容の濃い報

であったと思

きょうのご

いいますか，

どうもありがとうござい

告をいただき，それをコ

います。また，フロアか

議論を聞いておりまして

契機が見つけられたよう

ました。４人の先生方か

メンテーターの方が深め

らもいくつか重要な問題

，東方学の再構築のため

に思います。１つは，東

らは大変興味深く，ま

ていただいて，大変有

の指摘がありました。

のいくつかのモーメン

方学を考える場合に，

た，

意義

トと

普遍

的なものと特

的な文化，文

のではなくて

の重要性です

もう１つは

告にもあった

殊的なものをどのように

明をもつ国でありますけ

，共通性，あるいは普遍

。金先生をはじめ何人か

，官と民ということで，

ように思います。どうし

関係づけるかという問題

れども，それを単にヨー

性を含めながら世界の中

の先生がご指摘なさった

これは濱下先生もおっし

ても官の思想，あるいは

です。中国はたしかに

ロッパと異なるものと

で考えるという，その

と思うんです。

ゃったし，武田さんの

官の制度のほうが見え

個性

する

こと

ご報

やす

いものですか

まとまった形

ると，必ずし

った，濱下先

見えてくるの

そういう点

ら，われわれはそこに重

で，中国的なものが定義

もそうではない。そのレ

生のお言葉を借りれば，

かなと思います。

で考えると，東方学も以

点を置いて理解しがちで

できるように思われます

ベルに広げて考えること

グローバル・ヒストリー

前の東洋と西洋というふ

すが，そうするといか

。しかし民のレベルで

で，従来の東方学とは

の足がかりのようなも

うな固定的な枠組みを

にも

考え

異な

のが

超え

て，新しい普

れは単に東方

であろうと思

広く考えると

う問題におよ

りました。

遍をもとにした学問とし

学にかかわることだけで

います。きょうのお話は

，人文学全体の変革と言

ぶところが非常にたくさ

て打ち立てていく必要が

はなくて，むしろ人文学

東方学にかかわるもので

いますか， 世紀の人文

んある。少なくとも私は

あるだろうと思います

全体について言いうる

ありましたけれども，

学がいかにあるべきか

そういう問題提起と受

。そ

こと

より

とい

け取

本日は，長

ポジウムはこ

問題，東方学

本日はどう

司会 ど

時間，報告とご議論にご

れで終わりなんですけれ

の問題を考えていく機会

もありがとうございまし

うもありがとうございま

参加いただきましてあり

ども，これを始まりとし

にしたいと思います。

た。（拍手）

した。

がとうございました。

て，今後いろいろ人文

シン

学の
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